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い
よ
い
よ
平
成
が

終
わ
る
。
筆
者
の
人

生
前
半
30
年
は
「
昭

和
」、
中
盤
は
「
平

成
」。
後
半
30
年
は

新
元
号
を
生
き
る
予
定
だ
。
新
元

号
下
で
大
阪
・
関
西
万
博
が
開
か

れ
る
。
50
年
前
の
大
阪
万
博
は
昭

和
だ
▼
昭
和
万
博
は
、
ア
ポ
ロ
宇

宙
船
が
持
ち
帰
っ
た
「
月
の
石
」

（
私
は
待
つ
・
並
ぶ
が
嫌
い
で
東

南
ア
ジ
ア
館
ば
か
り
回
っ
て
、
実

は
見
て
い
な
い
）。
三
波
春
夫
の

「
世
界
の
国
か
ら
こ
ん
に
ち

は
」、
そ
し
て
「
太
陽
の
塔
」
―

世
界
の
誰
も
が
見
た
こ
と
の
な
い

ス
ケ
ー
ル
と
イ
ン
パ
ク
ト
で
、
今

も
記
憶
に
残
る
。
残
念
だ
が
、
新

万
博
は
、
６
３
０
０
万
人
が
訪
れ

た
昭
和
万
博
を
超
え
ら
れ
そ
う
に

な
い
。「
火
星
人
」
で
も
捕
ま
え

て
き
て
展
示
す
る
か
▼
新
万
博
の

経
済
効
果
は
２
兆
円
前
後
ら
し

い
。
会
場
建
設
・
イ
ン
フ
ラ
整
備

で
２
０
０
０
億
円
、
運
営
費
８
０

０
億
円
、
入
場
者
に
よ
る
消
費
支

出
５
０
０
０
億
円
な
ど
の
直
接
効

果
が
１
兆
円
。
周
辺
波
及
効
果
が

１
兆
円
。
東
京
五
輪
後
の
景
気
低

下
は
止
め
る
が
、
そ
の
後
は
不
透

明
。
も
ち
ろ
ん
建
設
費
な
ど
は
開

催
前
に
業
者
の
懐
に
入
る
。
開
催

決
定
の
瞬
間
に
背
広
の
お
じ
さ
ん

た
ち
が
抱
き
合
っ
て
喜
ん
で
い
た

の
も
う
な
ず
け
る
▼
新
万
博
の
ウ

ェ
ブ
サ
イ
ト
に
は
「
大
阪
・
関
西

万
博
は
、
…
持
続
可
能
な
開
発
目

標
と
し
て
17
の
目
標
を
掲
げ
た
Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
が
達
成
さ
れ
た
社
会
を
め

ざ
す
た
め
に
開
催
」
と
あ
る
。
17

の
目
標
は
「
貧
困
の
撲
滅
」「
飢

餓
撲
滅
、
食
料
安
全
保
障
」「
健

康
・
福
祉
」「
万
人
へ
の
質
の
高

い
教
育
、
生
涯
学
習
」「
ジ
ェ
ン

ダ
ー
平
等
」「
水
・
衛
生
の
利
用

可
能
性
」
等
々
と
、
万
国
が
望
む

社
会
で
あ
る
。
Ａ
Ｉ
、
Ｖ
Ｒ
、
Ｉ

Ｒ
…
。
勝
ち
組
国
の
自
慢
博
覧
会

で
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。 

（
空
）

２０１９年(平成３１年)３月２５日(毎月３回５・15・25日発行) 第１９０５号（１）
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臨床医学講座より
日常診療で使える整形知識⑰

研
面
究 ８面

今 　 号 　の　記　事今 　 号 　の　記　事

主張
「統一地方選挙は社会保障充実の好機」 ２面
・開業保険医の要求（案）

統一地方選挙特集

・県議会各会派アンケート
６面
７面

協
会
も
取
り
組
む
消
費
税
増
税
反
対
署
名
用
紙

ク
イ
ズ
で
消
費
増
税
反
対
の
世
論
広
め
よ
う

４
月
〜
６
月
は
組
織
強
化
月
間
で
す

　

消
費
税
は
社
会
保
障
に
は
使
わ
れ
て
い
る
の
か
？
―
―
。
協
会

は
３
月
14
日
よ
り
ク
イ
ズ
で
考
え
る
日
本
の
医
療
２
０
１
９
春
を

開
始
し
た
。
医
療
と
消
費
税
に
関
す
る
ク
イ
ズ
に
答
え
る
と
、
正

解
者
か
ら
抽
選
で
兵
庫
県
の
グ
ル
メ
景
品
が
当
た
る
。
昨
年
の
好

評
を
受
け
、
医
院
で
の
応
募
50
本
に
１
本
必
ず
当
選
す
る
よ
う
に

し
て
い
る
。
待
合
室
な
ど
で
患
者
さ
ん
に
チ
ラ
シ
を
配
布
し
て
い

た
だ
き
、
投
函
箱
に
回
収
し
て
ま
と
め
て
協
会
ま
で
送
っ
て
も
ら

う
方
式
。
ク
イ
ズ
グ
ッ
ズ
は
す
べ
て
無
料
。
ぜ
ひ
、
多
く
の
医
療

機
関
の
ご
参
加
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
た
い
。 

　

２
０
０
５
年
か
ら
実
施
し
て
い

る
景
品
付
き
ク
イ
ズ
チ
ラ
シ
。
政

府
が
今
年
10
月
よ
り
「
社
会
保
障

費
の
た
め
」
と
の
口
実
の
も
と
、

消
費
税
を
10
％
へ
引
き
上
げ
よ
う

と
し
て
い
る
こ
と
を
受
け
て
、
今

回
は
「
消
費
税
は
医
療
や
介
護
に

は
使
わ
れ
ま
せ
ん
！
」
を
テ
ー
マ

に
取
り
組
む
。

　

ク
イ
ズ
で
は
、
消
費
税
が
５
％

か
ら
８
％
へ
引
き
上
げ
ら
れ
た
時

に
も
患
者
負
担
増
が
行
わ
れ
た
こ

と
、
消
費
税
導
入
以
降
法
人
税
と

所
得
税
が
大
幅
に
引
き
下
げ
ら
れ

て
き
た
こ
と
、
消
費
税
は
富
裕
層

よ
り
低
所
得
者
の
方
が
、
負
担
率

が
高
く
な
る
不
公
平
な
税
制
で
あ

る
こ
と
が
分
か
る
よ
う
に
工
夫
さ

　

消
費
税
率
の
10
％
へ
の
引
き
上

げ
を
中
止
さ
せ
る
た
め
、
保
団
連

の
住
江
憲
勇
会
長
を
は
じ
め
、
映

画
監
督
の
山
田
洋
次
氏
ら
10
人
が

呼
び
か
け
人
と
な
っ
て
「
10
月
消

費
税
10
％
ス
ト
ッ
プ
！
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
」（
略
称
：
10
％
ス
ト
ッ

プ
！ 

ネ
ッ
ト
）
が
発
足
し
た
。

10
％
ス
ト
ッ
プ
！
ネ
ッ
ト
は
、

「
消
費
税
増
税
そ
の
も
の
に
反

対
」
と
い
う
人
か
ら
「
景
気
が
も

っ
と
よ
く
な
っ
て
か
ら
増
税
す
べ

き
」
と
い
う
人
ま
で
、「
10
月
の

消
費
税
増
税
に
反
対
」
と
い
う
点

で
一
致
し
、
声
を
上
げ
よ
う
と
運

動
を
進
め
て
い
る
。

　

ま
た
、
10
％
ス
ト
ッ
プ
！
ネ
ッ

団
連
４
月
号
に
ア
ピ
ー
ル
賛
同
用

紙
を
同
封
す
る
の
で
、
ぜ
ひ
賛
同

を
お
願
い
し
た
い
（
次
号
に
詳
報

予
定
）。

　

医
療
費
の
財
源
と
し
て
消
費
税

増
税
は
必
要
と
の
意
見
も
一
部
で

根
強
い
。
し
か
し
、
政
府
の
「
景

気
動
向
指
数
」
は
３
カ
月
連
続
で

低
下
し
て
お
り
、
景
気
後
退
局
面

に
入
っ
た
と
す
る
識
者
も
い
る
。

せ
め
て
増
税
の
議
論
は
経
済
状
況

が
本
格
的
に
改
善
し
て
か
ら
行
う

べ
き
で
あ
る
。
消
費
税
増
税
を
巡

っ
て
は
さ
ま
ざ
ま
な
意
見
が
あ
る

が
、
10
月
の
消
費
税
増
税
に
反
対

す
る
と
い
う
一
致
点
で
ぜ
ひ
、
活

動
に
協
力
い
た
だ
き
た
い
。

10
％
ス
ト
ッ
プ
！
ネ
ッ
ト
が
立
ち

上
が
っ
て
い
る
。

　

兵
庫
県
で
も
、
協
会
も
協
力

し
、
民
医
連
や
中
小
企
業
団
体
、

労
働
組
合
、
農
業
団
体
、
女
性
団

体
、
税
理
士
や
弁
護
士
な
ど
で

「
10
月
消
費
税
10
％
ス
ト
ッ
プ
！

兵
庫
県
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
の
立
ち

上
げ
を
準
備
し
て
い
る
。

　

今
後
、
10
％
ス
ト
ッ
プ
！
兵
庫

県
ネ
ッ
ト
で
は
、「
２
０
１
９
年

10
月
か
ら
の
消
費
税
10
％
中
止
を

求
め
る
請
願
」
署
名
に
取
り
組
む

消
費
税
10
％
ス
ト
ッ
プ
！
兵
庫
ネ
ッ
ト
４
月
に
立
ち
上
げ

庶
民
増
税
Ｎ
Ｏ
の
声
上
げ
よ
う

●４月13日（土）13時～14時
　　神戸元町大丸前にて街頭宣伝
●５月９日（木）18時～20時
　　学習会
　講　師　二宮厚美神戸大学名誉教授
　会　場　神戸市勤労会館ホール　

10％ストップ！
 兵庫県ネットの今後の予定

「クイズで考える日本の医療2019春」スタート！

クイズで10％増税ストップ

「みんなでストップ！
 患者負担増」署名

３月末までに３月末までに
ご返送をご返送を

お問い合わせは、☎078－393－1807まで

２万924筆

3 19 現在

れ
て
い
る
。

　

ク
イ
ズ
を
通
し
て
、
実
態
を
明

ら
か
に
す
る
と
と
も
に
、「
消
費

税
10
％
Ｎ
Ｏ
」
の
声
を
高
め
て
い

こ
う
と
企
画
し
て
い
る
。

　

消
費
税
は
、
税
金
と
し
て
あ
る

べ
き
所
得
の
再
分
配
機
能
を
持
た

な
い
税
金
で
あ
り
、
協
会
は
、
医

療
・
介
護
の
財
源
は
大
企
業
や
富

裕
層
の
課
税
強
化
で
実
現
す
る
よ

う
求
め
て
い
る
。

医
療
機
関
で
取
り
組
も
う

50
本
に
１
本
当
た
る

　

ク
イ
ズ
チ
ラ
シ
は
、
応
募
用
紙

を
医
療
機
関
で
患
者
さ
ん
に
配
布

い
た
だ
き
、
ク
イ
ズ
の
回
答
を
記

入
し
て
も
ら
っ
た
う
え
で
、
待
合

室
に
設
置
し
た
回
収
箱
で
集
め

る
。
あ
る
程
度
の
数
が
集
ま
っ
た

ら
、
応
募
用
紙
を
返
信
用
封
筒
で

お
知
り
合
い
の
先
生
に

ご
入
会
を
お
勧
め
く
だ
さ
い

組
織
部
長　
　

宮
武　

博
明

　

協
会
は
今
年
、
設
立
50
周
年
を

迎
え
ま
す
。

　

今
春
の
「
組
織
強
化
月
間
」
で

は
、
こ
の
節
目
に
取
り
組
み
を
強

め
、
６
月
末
ま
で
に
会
員
数
７
６

０
０
人
達
成
を
め
ざ
し
ま
す
。

　

75
歳
以
上
の
患
者
窓
口
負
担
増

等
の
政
府
が
進
め
る
社
会
保
障
改

悪
に
対
し
て
、
協
会
は
昨
秋
か
ら

「
み
ん
な
で
ス
ト
ッ
プ
！
患
者
負

担
増
」
署
名
運
動
に
取
り
組
み
、

会
員
の
皆
さ
ま
か
ら
２
万
筆
を
超

え
る
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

引
き
続
き
窓
口
負
担
増
阻
止
や
、

消
費
税
10
％
へ
の
増
税
を
許
さ
ず

医
療
へ
の
ゼ
ロ
税
率
適
用
を
求
め

る
運
動
な
ど
、
開
業
医
の
生
活
と

権
利
を
守
り
、
安
心
・
安
全
の
医

療
の
実
現
に
向
け
た
活
動
を
推
進

し
ま
す
。

　

ま
た
「
頼
り
に
な
り
役
に
立

つ
、
会
員
に
な
っ
て
得
を
す
る
協

会
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
各
種
研

究
会
の
開
催
、
保
険
診
療
や
審
査

・
指
導
相
談
、
税
務
・
雇
用
相
談

な
ど
会
員
の
要
求
に
応
え
る
活
動

も
よ
り
充
実
さ
せ
ま
す
。
特
に
病

院
へ
の
適
時
調
査
対
策
や
、
歯
科

の
施
設
基
準
に
関
す
る
研
修
会
が

好
評
で
入
会
が
続
い
て
い
ま
す
。

　

４
月
か
ら
は
「
春
の
共
済
制
度

普
及
」
も
開
始
し
ま
す
。
50
年
の

歴
史
を
数
え
る
全
国
制
度
の
保
険

医
年
金
と
兵
庫
協
会
独
自
の
積
立

年
金
Ｄ
ｅ
ｆ
Ｌ
（
デ
フ
エ
ル
）、

好
評
の
休
業
保
障
制
度
と
所
得
補

償
保
険
、
グ
ル
ー
プ
保
険
と
上
乗

せ
の
新
グ
ル
ー
プ
保
険
で
１
億
２

千
万
円
の
大
型
保
障
を
広
く
お
勧

め
し
て
い
き
ま
す
。

　

そ
の
他
に
も
、
会
員
の
ご
要
望

に
お
応
え
し
た
団
体
割
引
の
自
動

車
・
火
災
保
険
の
取
り
扱
い
に
加

え
、
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
セ
ミ
ナ
ー
な

ど
あ
ら
ゆ
る
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た

協
会
事
業
で
、
皆
さ
ま
の
期
待
に

応
え
ま
す
。
是
非
、
お
知
り
合
い

の
開
業
医
、
勤
務
医
、
ご
子
弟
に

ご
入
会
を
お
勧
め
く
だ
さ
い
。

　

先
生
方
の
よ
り
一
層
の
お
力
添

え
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

協
会
事
務
所
に
返
送
い
た
だ
く
形

式
。
正
解
者
の
中
か
ら
抽
選
で
兵

庫
県
内
の
グ
ル
メ
景
品
が
当
た

る
。
今
年
は
応
募
50
本
で
１
本
必

ず
当
た
る
よ
う
に
し
て
い
る
。
ク

イ
ズ
チ
ラ
シ
や
回
収
箱
等
、
取
り

組
み
に
必
要
な
グ
ッ
ズ
は
す
べ
て

無
料
で
会
員
の
皆
さ
ま
に
お
届
け

し
て
い
る
の
で
、
こ
れ
ま
で
取
り

組
ん
で
い
な
か
っ
た
先
生
も
、
消

費
税
増
税
阻
止
へ
、
月
刊
保
団
連

４
月
号
同
封
の
「
２
０
１
９
年
10

月
か
ら
の
消
費
税
10
％
中
止
を
求

め
る
請
願
」
署
名
と
合
わ
せ
て
ぜ

ひ
、
取
り
組
ん
で
い
た
だ
き
た

い
。

　

ク
イ
ズ
チ
ラ
シ
の
ご
注
文
は
、

☎
078
―
393
―
１
８
０
７
ま
で

と
と
も
に
幅
広
い
市
民

に
ア
ピ
ー
ル
賛
同
を
呼

び
か
け
る
予
定
。
会
員

の
先
生
方
に
は
月
刊
保

グッズご注文くださいグッズご注文ください

景
品（
グ
ル
メ
商
品
）が　
　
　
　

応
募
50
本
に
１
本
必
ず
当
た
る
！

医
院
で
集
め
て協

会
に
郵
送

ご注文は、☎078－393－1807まで

回
収
箱

返
信
用
封
筒

ト
は
地
域
で

同
様
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
を

立
ち
上
げ
る

こ
と
を
呼
び

か
け
て
お

り
、
す
で
に

京
都
府
な
ど

22
の
地
域
で
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後期高齢者の２割負担化
は受診抑制につながると
柳井評議員が訴えた　　
（３月７日、西脇市議会）

◇
出
席　

18
人

◇
情
勢　

国
の
「
医
師
の
働
き
方

改
革
に
関
す
る
検
討
会
」
で
、
一

般
の
勤
務
医
の
時
間
外
労
働
規
制

に
つ
い
て
年
間
９
６
０
時
間
、
へ

き
地
医
療
等
を
担
う
医
療
機
関
で

働
く
勤
務
医
の
時
間
外
労
働
は
年

間
１
８
６
０
時
間
、
研
修
医
な
ど

の
時
間
外
労
働
規
制
を
年
間
１
８

６
０
時
間
と
す
る
事
務
局
案
が
明

ら
か
に
な
っ
た
。

◇
医
療
運
動
対
策　

①
「
ク
イ
ズ

で
考
え
る
日
本
の
医
療
」
の
第
２

シ
ー
ズ
ン
企
画
案
が
承
認
さ
れ

た
。
ま
た
、
②
沖
縄
協
会
か
ら
の

「
辺
野
古
新
基
地
建
設
の
た
め
の

埋
め
立
て
の
賛
否
を
問
う
県
民
投

票
」
へ
の
協
力
要
請
、
③
青
森
協

会
か
ら
の
「
２
０
１
９
年
さ
よ
う

な
ら
原
発
・
核
燃
『
３
・
11
』
青

森
集
会
」
協
力
要
請
、
④
「
10
月

消
費
税
10
％
ス
ト
ッ
プ
！
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
」、
⑤
「
み
ん
な
で
ス
ト

ッ
プ
！
患
者
負
担
増
」
署
名
に
つ

い
て
進
捗
が
報
告
さ
れ
た
。

◇
医
療
活
動
報
告　

①
協
会
但
馬

支
部
・
公
立
豊
岡
病
院
「
病
診
連

携
研
究
会
」、
②
協
会
・
兵
庫
医

科
大
学
病
院
「
第
１
回
病
診
連
携

エ
ッ
セ
ン
ス
交
流
会
」
に
つ
い
て

報
告
さ
れ
た
。

◇
九
条
の
会
兵
庫
県
医
師
の
会　

市
民
企
画
「
沖
縄
ス
パ
イ
戦
史
」

上
映
＆
三
上
智
恵
監
督
ト
ー
ク

（
２
／
17
）
の
内
容
が
報
告
さ
れ

た
。

◇
地
域
医
療
部　

国
の
難
病
医
療

費
助
成
制
度
で
「
軽
症
」
と
さ
れ

た
患
者
に
対
す
る
自
治
体
独
自
の

助
成
制
度
の
創
設
と
、
国
へ
の
意

見
書
提
出
を
求
め
る
議
会
請
願
を

県
議
会
と
県
下
の
市
町
議
会
に
提

出
す
る
こ
と
が
承
認
さ
れ
た
。

 

（
２
月
23
日　

理
事
会
よ
り
）

統
一
地
方
選
挙
は

社
会
保
障
充
実
の
好
機

人
口
が
集
中
す
る
。
弱
る
地
方

財
政
を
安
定
化
さ
せ
る
た
め
、

自
治
体
合
併
が
進
み
、
地
方
創

生
が
う
た
わ
れ
て
い
る
が
、
真

の
地
方
分
権
は
な
か
な
か
進
ま

な
い
。
社
会
保
障
の
充
実
は
、

国
の
責
務
だ
と
憲
法
に
記
さ
れ

て
い
る
が
、
国
は
社
会
保
障
費

抑
制
の
方
針
の
も
と
、〝
分

権
〞
と
称
し
て
都
道
府
県
に
押

し
付
け
て
い
る
。
市
町
村
も
身

近
な
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い

る
が
、
国
の
社
会
保
障
抑
制
方

針
か
ら
外
れ
る
こ
と
は
難
し
く

な
っ
て
い
る
。

　

医
療
・
介
護
・
子
育
て
・
福

祉
は
、
地
域
住
民
の
生
活
を
支

え
る
基
礎
で
あ
り
、
そ
れ
ら
の

分
野
の
充
実
が
必
要
で
あ
る
。

地
方
自
治
体
の
社
会
保
障
政
策

は
、
地
域
の
考
え
方
を
表
し
、

自
治
体
間
格
差
の
一
因
と
な

る
。

　

今
後
、
医
療
・
介
護
に
お
い

て
は
、
保
健
医
療
計
画
、
地
域

医
療
構
想
の
策
定
と
推
進
、
地

整
備
は
、
住
む
町
を
選
択
す
る

際
の
比
較
要
素
と
な
る
。
医
療

・
介
護
の
充
実
や
子
育
て
に
対

す
る
手
厚
い
サ
ポ
ー
ト
に
よ

り
、
住
民
の
流
入
、
人
口
増
加

を
実
績
と
し
て
い
る
地
方
自
治

体
も
あ
る
。
ま
た
、
地
方
の
雇

用
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
す
の

や
「
地
域
医
療
対
策
協
議
会
」

で
は
、
病
床
数
規
制
、
高
額
医

療
機
器
の
配
置
に
加
え
、
医
師

数
・
診
療
科
偏
在
解
消
の
た
め

に
、
診
療
所
が
提
供
す
る
医
療

の
内
容
ま
で
が
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

さ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
。
さ
ら

に
、
医
師
法
・
医
療
法
改
正
に

域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構

築
、
国
保
運
営
と
法
定
外
繰
り

入
れ
、
自
治
体
病
院
の
運
営
、

介
護
保
険
の
地
域
支
援
事
業
な

ど
、
県
や
市
の
役
割
は
多
岐
に

わ
た
り
権
限
が
強
化
さ
れ
る
。

　

医
療
提
供
体
制
で
は
、
県
の

「
地
域
医
療
構
想
調
整
会
議
」

れ
る
。

　

地
域
の
医
療
提
供
体
制
は
も

ち
ろ
ん
、
給
食
費
、
子
ど
も
医

療
費
窓
口
負
担
、
国
保
保
険
料

・
介
護
保
険
料
な
ど
の
軽
減
、

医
療
・
介
護
・
福
祉
・
子
育
て

施
設
の
充
実
、
保
育
士
・
介
護

士
な
ど
待
遇
改
善
、
障
が
い
者

よ
り
、
医
師
確
保
対
策
と
し
て

の
目
標
医
師
数
の
設
定
、
医
師

派
遣
調
整
、
大
学
医
学
部
の
地

域
枠
・
地
元
枠
設
定
、
研
修
病

院
の
定
員
設
定
な
ど
、
詳
細
に

わ
た
っ
て
県
が
主
導
し
、
地
域

の
医
師
や
医
療
機
関
へ
の
影
響

は
大
き
い
。
そ
の
う
え
地
域
別

診
療
報
酬
の
特

例
ま
で
も
が
実

行
さ
れ
る
よ
う

な
こ
と
に
な
れ

ば
、
財
源
面
ま

で
も
が
県
に
コ

ン
ト
ロ
ー
ル
さ

福
祉
充
実
な
ど
、
地
方
自
治
体

が
取
り
組
む
べ
き
課
題
は
多

い
。

　

４
月
に
は
統
一
地
方
選
挙
が

行
わ
れ
る
。
強
い
推
進
力
を
持

つ
首
長
と
、
決
定
権
を
持
つ
議

会
を
構
成
す
る
議
員
の
社
会
保

障
に
対
す
る
考
え
方
と
政
策
が

地
域
を
方
向
づ
け
る
。
社
会
保

障
が
充
実
し
な
い
自
治
体
に
未

来
は
見
え
て
こ
な
い
。

　

社
会
保
障
の
充
実
に
力
を
注

ぎ
、
住
民
の
生
活
を
大
事
に

し
、
地
域
の
発
展
を
実
行
す
る

の
は
ど
の
政
党
、
ど
の
候
補
者

な
の
か
。
よ
く
考
え
て
投
票
し

よ
う
。

　

社
会
保
障
充
実
の
た
め
に
は

国
政
選
挙
も
も
ち
ろ
ん
重
要
で

あ
る
。
夏
の
参
院
選
で
、
社
会

保
障
の
充
実
を
掲
げ
る
政
党
、

候
補
者
を
一
人
で
も
多
く
当
選

さ
せ
よ
う
。

　

地
方
と
都
市
の

二
極
化
が
進
ん
で

い
る
。
地
方
が
過

疎
化
す
る
一
方

で
、
都
市
部
に
は

も
医
療
・
福

祉
分
野
で
あ

り
、
若
い
就

業
者
が
多

く
、
支
え
手

確
保
の
た
め

に
も
、
こ
の

　

政
府
・
財
務
省
が
計
画
す
る
75

歳
以
上
の
後
期
高
齢
者
の
窓
口
負

担
の
２
割
へ
の
引
き
上
げ
を
中
止

さ
せ
る
た
め
、
協
会
は
「
後
期
高

齢
者
の
窓
口
負
担
原
則
１
割
の
継

続
を
求
め
る
意
見
書
」
の
採
択
を

求
め
る
運
動
に
取
り
組
ん
で
い

る
。
２
・
３
月
議
会
で
は
、
兵
庫

県
議
会
と
西
脇
・
三
田
両
市
議
会

に
請
願
を
提
出
し
た
。

　　

協
会
は
２
月
の
県
議
会
に
「
後

期
高
齢
者
の
窓
口
負
担
原
則
１
割

の
継
続
を
求
め
る
意
見
書
」
の
提

出
を
求
め
て
、
請
願
書
を
提
出
。

慢
性
疾
患
を
抱
え
る
高
齢
者
の
健

康
維
持
の
た
め
に
、
１
割
負
担
の

継
続
を
国
へ
要
望
す
る
よ
う
求
め

た
。

　

請
願
は
、
共
産
党
の
磯
見
恵
子

議
員
と
、
無
所
属
の
丸
尾
牧
・
樫

野
孝
人
・
樽
谷
彰
人
各
議
員
が
紹

介
議
員
と
な
り
、
２
月
27
日
の
健

康
福
祉
常
任
委
員
会
で
審
議
さ
れ

た
。
共
産
党
と
無
所
属
の
樫
野
議

員
が
採
択
を
主
張
し
た
が
、
自
民

・
公
明
・
ひ
ょ
う
ご
県
民
連
合

（
前
・
民
主
党
県
民
連
合
）・
維

新
の
会
の
反
対
に
よ
り
、
不
採
択

と
な
っ
た
。

　

委
員
会
審
議
で
、
共
産
党
が
保

険
医
協
会
の
受
診
実
態
調
査
結
果

を
紹
介
し
な
が
ら
、「
窓
口
負
担

増
で
高
齢
者
の
受
診
抑
制
が
増
え

る
と
い
う
開
業
医
の
実
感
を
重
く

受
け
止
め
る
べ
き
。
日
本
弁
護
士

連
合
会
も
、
受
診
抑
制
を
問
題
視

し
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し
て
い

る
上
、
広
域
連
合
か
ら
も
現
状
維

持
を
求
め
る
要
望
が
出
て
い
る
」

と
請
願
を
採
択
す
る
よ
う
求
め

た
。
樫
野
議
員
も
、「
高
齢
者
は

収
入
が
減
少
し
、
病
気
に
な
る
率

も
上
が
る
。
高
齢
者
の
不
安
感
を

考
え
て
も
１
割
を
継
続
す
べ
き
」

と
主
張
し
た
。

　

一
方
、
自
民
党
・
公
明
党
・
ひ

ょ
う
ご
県
民
連
合
は
、
高
齢
化
や

医
療
費
増
の
も
と
、
制
度
の
持
続

性
や
世
代
間
の
公
平
性
の
観
点
か

択
」
を
求
め
、
採
決
の
結
果
「
不

採
択
」
と
な
っ
た
。

　

窓
口
負
担
増
に
よ
り
県
民
の
健

康
に
ど
の
よ
う
な
影
響
が
及
ぶ
の

か
検
討
せ
ず
、
国
任
せ
に
す
る
各

会
派
の
態
度
は
問
題
で
あ
り
、
協

会
は
、
来
月
の
統
一
地
方
選
挙
で

の
要
求
や
、
署
名
運
動
な
ど
で
窓

口
負
担
増
の
問
題
点
を
訴
え
て
い

く
。柳

井
評
議
員
が
陳
述

受
診
抑
制
の
恐
れ
訴
え

西
脇
市
議
会

　

西
脇
市
に
は
北
播
支
部
が
、
３

月
定
例
議
会
に
請
願
書
を
提
出

（
紹
介
議
員
は
寺
北
建
樹
氏
・
共

産
、
村
井
正
信
氏
・
無
所
属
）。

３
月
７
日
の
同
議
会
文
教
民
生
常

任
委
員
会
で
は
柳
井
映
二
支
部
世

話
人
・
評
議
員
が
意
見
陳
述
し
医

療
現
場
か
ら
の
声
を
届
け
た
。

　

柳
井
先
生
は
「
慢
性
疾
患
を
抱

え
る
後
期
高
齢
者
の
窓
口
負
担
引

き
上
げ
は
受
診
抑
制
を
招
き
、
疾

病
の
悪
化
に
繋
が
る
」
と
意
見
陳

述
。

　

各
委
員
か
ら
は
「
毎
年
の
医
療

費
の
増
大
は
深
刻
。
後
期
高
齢
者

の
負
担
増
回
避
で
他
の
世
代
に
し

わ
寄
せ
が
い
く
可
能
性
が
あ
る
」

「
世
代
間
の
公
平
性
に
配
慮
す
べ

き
」「
西
脇
市
の
医
療
財
源
も
圧

迫
す
る
の
で
は
」
な
ど
の
意
見
が

出
さ
れ
、
請
願
の
紹
介
議
員
で
あ

る
寺
北
氏
は
「
あ
く
ま
で
国
に
対

し
て
声
を
あ
げ
る
か
ど
う
か
の
問

題
。
市
財
政
云
々
と
同
時
に
語
る

べ
き
で
な
い
」
な
ど
の
や
り
と
り

が
あ
っ
た
。

　

同
請
願
は
３
月
25
日
の
本
会
議

で
「
採
択
」「
不
採
択
」
が
決
定

さ
れ
る
。

三
田
市
議
会
で
は

「
継
続
審
査
」
に

　

三
田
市
に
は
北
摂
・
丹
波
支
部

が
議
会
に
請
願
書
を
提
出
し
た

（
紹
介
議
員
は
國
永
紀
子
・
共

産
）。
２
月
22
日
に
同
市
議
会
の

福
祉
教
育
常
任
委
員
会
で
請
願
が

審
議
さ
れ
た
。
委
員
会
で
は
趣
旨

説
明
の
場
が
設
け
ら
れ
、
森
下
順

彦
支
部
長
が
意
見
書
の
採
択
を
求

め
た
（
事
務
局
が
代
読
）。

　

３
月
５
日
に
本
会
議
で
請
願
書

が
審
議
さ
れ
、
紹
介
議
員
の
國
永

議
員
が
今
議
会
で
請
願
を
採
択
す

べ
き
と
訴
え
た
が
、
他
党
の
議
員

が
「
国
や
広
域
連
合
の
動
向
を
見

守
る
べ
き
」
と
し
て
「
継
続
審

査
」
を
主
張
し
、「
継
続
審
査
」

と
な
っ
た
。

後期高齢者の１割負担継続を求める請願提出後期高齢者の１割負担継続を求める請願提出

県議会・委員会で不採択に県議会・委員会で不採択に
自民・公明・旧民主・維新が反対

第30回全国保険医写真展　作品募集

募集期間　４月１日（月）～５月７日（火）
写真展開催期間
　　　　　７月９日（火）～７月15日（月・祝）
応募規格　 半切またはＡ３サイズ／組写真も可

（１組３枚まで）／カラー・モノク
ロは自由／デジタルカメラ可

テーマ　　①自由テーマ
　　　　　②個別テーマ「記念日」

「スズメの学校」
坂野昭八（岐阜協会）

※詳細は『月刊保団連』３月号をご参照ください。

お問い合わせは、☎03－3375－5121 保団連文化部まで

歯
科
医
師

◇
所
在
地　

尼
崎
市
東
園
田

町
４
―
95
―
13
共
栄
ビ
ル
４

階　

末
松
歯
科
ク
リ
ニ
ッ
ク

◇
条
件　

経
験
に
よ
り
高
給

優
遇
、
出
勤
日
数
・
時
間
相

談
可

◇
委
細
面
談
の
上

　

お
問
い
合
わ
せ
は
、
☎
090

―
１
２
４
６
―
０
８
８
７　

堤
上
ま
で

ら
国
の
動
向
を
見

守
る
な
ど
と
し
て

「
不
採
択
」
を
主

張
。
維
新
の
会

は
、
１
割
負
担
の

継
続
は
世
代
間
の

公
平
性
を
欠
く
と

し
て
強
く
「
不
採



兵 庫 保 険 医 新 聞 (昭和43年６月12日第三種郵便物認可)２０１９年(平成３１年)３月２５日(毎月３回５・15・25日発行)（３） 第１９０５号

船越先生が被害者の完全救
済に向けて全力を尽くそう
とあいさつした　　　　　

小児期の歯周疾患について137人が学習

桜井（①左）・阿部（②右）・山下
（③右）各議員と面談し、医師の
抜本的増員、診療報酬の引き上げ
を要請した　　　　　　　　　　

国会内集会では、医療者の人権を守る
働き方改革を求め、国会議員と意見交
換が行われた　　　　　　　　　　　

国
・
加
害
企
業
の

責
任
の
明
確
化
、被
害
者
救
済
を

尼
崎
ア
ス
ベ
ス
ト
の
会 

第
14
回
総
会
を
開
催

　

協
会
尼
崎
支
部
も
参
加
す
る

「
ア
ス
ベ
ス
ト
被
害
か
ら
い
の
ち

と
健
康
を
守
る
尼
崎
の
会
」（
会

長
：
船
越
正
信
尼
崎
医
療
生
協
理

事
長
）
は
３
月
９
日
、
尼
崎
市
内

で
第
14
回
総
会
を
開
催
し
、
61
人

が
参
加
し
た
。

　

総
会
で
は
「
２
０
０
５
年
の
ク

ボ
タ
シ
ョ
ッ
ク
を
き
っ
か
け
に
制

定
さ
れ
た
『
石
綿
健
康
被
害
救
済

法
』
は
国
の
賠
償
制
度
で
は
な

く
、
給
付
金
も
極
め
て
低
く
、
申

請
に
対
す
る
認
定
率
も
低
水
準
で

『
制
度
は
つ
く
っ
た
が
、
救
済
は

し
な
い
』
も
の
に
な
っ
て
い
る
。

全
国
平
均
の
10
倍
の
中
皮
腫
死
亡

者
が
出
て
い
る
尼
崎
市
、
５
５
０

人
を
超
え
る
ク
ボ
タ
に
よ
る
ア
ス

ス
ベ
ス
ト
被
害
者
は
今
後
も
増
加

す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。
昨
年

13
件
の
相
談
に
対
応
し
た
が
、
中

皮
腫
と
の
病
理
診
断
が
出
て
い
る

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
環
境
再
生
機

構
が
異
を
唱
え
て
救
済
給
付
が
不

認
定
に
な
っ
た
事
例
が
あ
る
」
と

紹
介
し
、
国
と
加
害
企
業
の
責
任

を
認
め
さ
せ
て
、
完
全
救
済
の
運

動
に
全
力
を
尽
く
そ
う
と
あ
い
さ

つ
し
た
。

　

続
い
て
顧
問
弁
護
団
の
和
田
信

也
弁
護
士
が
「
建
設
ア
ス
ベ
ス
ト

訴
訟
は
国
に
対
し
て
10
連
勝
し
、

建
材
メ
ー
カ
ー
の
責
任
、
一
人
親

方
の
賠
償
責
任
も
高
裁
で
認
め
て

き
た
。
尼
崎
か
ら
始
ま
っ
た
加
害

責
任
を
求
め
る
運
動
が
全
国
に
広

が
り
、
粘
り
強
く
世
論
に
訴
え
て

き
た
成
果
だ
」
と
強
調
し
た
。

　

総
会
で
は
、
会
長
に
船
越
先

生
、
代
表
委
員
に
八
木
秀
満
協
会

尼
崎
支
部
長
が
再
任
さ
れ
、
森
岡

芳
雄
協
会
環
境
・
公
害
対
策
部
長

の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
紹
介
さ
れ
た
。

ベ
ス
ト
被
害
の
犠
牲

者
。
ア
ス
ベ
ス
ト
被

害
の
風
化
を
許
さ

ず
、
被
害
者
の
掘
り

起
こ
し
と
救
済
の
援

助
に
継
続
し
て
取
り

組
も
う
」
と
い
う
方

針
を
確
認
し
た
。

　

船
越
会
長
は
「
ア

　

歯
科
部
会
は
２
月
17
日
、
歯
科

定
例
研
究
会
「
小
児
へ
の
う
蝕
治

療
の
基
本
と
小
児
歯
科
領
域
に
お

け
る
最
近
の
ト
ピ
ッ
ク
ス
」
を
県

学
校
厚
生
会
館
会
議
室
で
開
催
。

大
阪
大
学
大
学
院
歯
学
研
究
科
小

児
歯
科
学
教
室
教
授
の
仲
野
和
彦

先
生
が
講
演
し
、
１
３
７
人
が
参

加
し
た
。
山
岡
瑞
佳
先
生
の
感
想

を
紹
介
す
る
。

に
来
院
さ
れ
た
患
者
さ
ん
で
し

た
。

　

当
時
の
資
料
を
引
っ
張
り
出
し

て
み
る
と
、
患
児
は
「
歯
が
抜
け

る
」
こ
と
を
主
訴
に
保
護
者
に
連

れ
て
こ
ら
れ
た
６
歳
の
女
の
子
で

し
た
。
口
腔
内
は
、
複
数
の
歯
が

内
部
吸
収
を
起
こ
し
て
脱
落
し
、

６
歳
で
第
一
乳
臼
歯
を
失
っ
て
い

ま
し
た
。
当
時
も
全
身
疾
患
を
疑

い
、
小
児
科
に
血
液
検
査
を
依
頼

し
ま
し
た
が
、
回
答
と
し
て
は

「
問
題
な
い
」
と
の
こ
と
で
、
結

局
対
処
療
法
し
か
行
え
な
か
っ
た

と
記
憶
し
て
お
り
ま
す
。
遠
方
か

ら
来
ら
れ
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、

そ
の
後
は
追
え
て
い
ま
せ
ん
。

　

今
回
先
生
の
ご
講
演
を
聴
い

て
、
改
め
て
資
料
を
見
直
し
て
み

る
と
、
パ
ノ
ラ
マ
で
は
「
歯
槽
骨

の
吸
収
」
と
い
う
よ
り
「
乳
臼
歯

歯
根
の
内
部
吸
収
」
の
所
見
を
認

め
る
の
で
す
が
、
血
液
検
査
の
デ

ー
タ
に
「
Ａ
Ｌ
Ｐ
89
・
０
」
と
い

う
数
値
を
確
認
し
ま
し
た
。
当
時

調
べ
た
文
献
で
は
、
成
人
の
Ａ
Ｌ

Ｐ
基
準
値
は
80
〜
２
６
０
Ｉ
Ｕ
／

ｌ
と
な
っ
て
お
り
ま
し
た
の
で
、

小
児
科
か
ら
の
「
問
題
な
い
」
と

い
う
回
答
は
成
人
基
準
値
の
範
囲

内
で
あ
っ
た
か
ら
か
と
推
測
し
ま

す
。
し
か
し
今
回
、
先
生
に
い
た

だ
い
た
資
料
で
は
、
Ａ
Ｌ
Ｐ
成
人

基
準
値
は
１
１
５
〜
３
６
０
Ｉ
Ｕ

／
ｌ
、
小
児
で
あ
れ
ば
３
０
０
Ｉ

Ｕ
／
ｌ
を
下
回
っ
た
ら
要
注
意
、

と
な
っ
て
お
り
、
当
時
の
患
児
の

検
査
結
果
は
明
ら
か
に
Ａ
Ｌ
Ｐ
低

位
を
示
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
り

ま
す
。

　

今
回
の
講
演
で
Ｈ
Ｐ
Ｐ
に
つ
い

て
連
携
で
き
る
機
関
も
教
え
て
い

た
だ
け
た
の
で
、
今
後
の
臨
床
の

中
で
、
も
し
ま
た
乳
歯
の
早
期
脱

落
症
例
に
遭
遇
し
た
時
に
は
、
Ｈ

Ｐ
Ｐ
含
め
い
ろ
い
ろ
な
可
能
性
を

考
え
て
対
処
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

【
歯
科
・
準
会
員

 

山
岡　

瑞
佳
】

　

仲
野
先
生
の
貴
重
な
ご
講
演
を

聴
か
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
臨

床
に
沿
っ
た
濃
い
内
容
で
、
大
変

面
白
く
勉
強
に
な
り
、
３
時
間
の

講
演
時
間
が
と
て
も
短
く
感
じ
ま

し
た
。

　

私
は
小
児
歯
科
を
専
門
と
す
る

道
に
進
ん
で
お
り
ま
す
が
、
大
学

ー
ゼ
症
（
Ｈ
Ｐ
Ｐ
）
に
つ
い
て

は
、
と
て
も
興
味
深
く
聴
か
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

「
交
換
時
期
で
な
い
の
に
歯
が

抜
け
て
し
ま
う
」
症
例
に
は
、
過

去
２
例
遭
遇
し
た
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
そ
の
う
ち
１
例
は
、
私
が
研

修
医
だ
っ
た
頃
、
大
学
の
診
療
室

を
離
れ
て
久
し

い
た
め
、
現
在

の
大
学
病
院
で

の
臨
床
と
自
ら

を
照
ら
し
合
わ

せ
る
こ
と
で
、

基
礎
の
復
習
・

確
認
を
行
う
こ

と
が
で
き
ま
し

た
。

　

ま
た
、
最
近

の
ト
ピ
ッ
ク
ス

と
し
て
お
話
し

さ
れ
た
、
小
児

期
の
歯
周
疾
患

の
一
つ
で
あ
る

低
ホ
ス
フ
ァ
タ

小児のう蝕治療と
最新のトピック学ぶ

感
想
文

歯科定例研究会

３・７ドクターズ・デモンストレーション

　

医
師
が
医
療
再
生
を
求
め
て
行

動
す
る
「
ド
ク
タ
ー
ズ
・
デ
モ
ン

ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
」
が
３
月
７

日
、
国
会
議
員
会
館
内
で
開
催
さ

れ
た
。
同
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ

ン
の
実
行
委
員
会
に
は
保
団
連
も

参
加
し
て
お
り
、
兵
庫
協
会
か

ら
、
武
村
義
人
副
理
事
長
（
保
団

連
副
会
長
）
が
参
加
し
た
。
医
師

の
働
き
方
の
改
善
を
求
め
、
兵
庫

県
選
出
国
会
議
員
、
厚
生
労
働
委

員
ら
に
要
請
し
、
桜
井
周
・
阿
部

知
子
両
衆
議
院
議
員
（
立
憲
民
主

党
）、
山
下
芳
生
参
議
院
議
員

（
日
本
共
産
党
）
が
面
談
に
応
じ

た
。

　

協
会
は
、
医
師
の
働
き
方
改
革

に
関
し
て
、
厚
生
労
働
省
の
「
医

師
の
働
き
方
改
革
に
関
す
る
検
討

会
（
以
下
検
討
会
）」
で
は
、
３

次
救
急
を
担
う
医
療
機
関
な
ど
で

勤
務
す
る
医
師
に
適
用
さ
れ
る
時

間
外
労
働
の
上
限
を
「
年
１
８
６

０
時
間
」
と
す
る
案
が
提
示
さ
れ

て
い
る
が
、
こ
れ
は
月
平
均
１
５

０
時
間
を
超
え
、
過
労
死
ラ
イ
ン

と
言
わ
れ
る
月
平
均
80
時
間
の
倍

ほ
ど
の
時
間
外
労
働
に
な
る
と
指

摘
。
ま
た
、
検
討
会
は
医
師
需
給

が
２
０
２
８
年
頃
に
均
衡
す
る
と

し
て
い
る
が
、
そ
の
根
拠
と
な
る

推
計
は
、
医
師
が
過
労
死
ラ
イ
ン

ま
で
働
く
こ
と
を
前
提
と
し
て
お

り
、
将
来
に
わ
た
っ
て
医
師
に
長

時
間
労
働
を
強
い
る
こ
と
に
な
る

と
し
て
、
医
師
数
の
抜
本
的
な
増

加
と
診
療
報
酬
の
大
幅
引
き
上
げ

を
求
め
た
。

　

桜
井
議
員
は
医
師
の
働
き
方
改

革
に
つ
い
て
「
検
討
会
で
の
議
論

は
、
国
民
の
命
と
健
康
を
守
る
医

師
は
死
ん
で
も
い
い
の
か
と
い
う

よ
う
な
内
容
だ
。
医
師
が
不
足
し

て
い
る
と
い
う
の
は
お
っ
し
ゃ
る

通
り
だ
と
思
う
。
医
師
の
健
康
を

守
る
の
は
国
民
の
命
、
健
康
を
守

る
こ
と
に
つ
な
が
る
と
い
う
思
い

を
持
ち
、
政
治
の
側
で
の
改
善
を

求
め
て
奮
闘
し
て
い
き
た
い
」
と

語
っ
た
。
協
会
が
集
め
て
い
る

「
み
ん
な
で
ス
ト
ッ
プ
！
患
者
負

担
増
」
署
名
の
紹
介
議
員
に
つ
い

て
は
検
討
す
る
と
回
答
し
た
。

　

厚
生
労
働
委
員
の
阿
部
議
員
は

「
私
も
小
児
科
医
で
、
医
師
数
が

不
足
し
て
い
る
と
い
う
認
識
は
一

致
し
て
お
り
、
医
師
数
を
増
や
さ

な
い
こ
と
を
前
提
と
し
た
検
討
会

国
会
内
集
会

過
労
死
ラ
イ
ン
超
で
は

患
者
も
医
師
も
守
れ
な
い

　

当
日
昼
に
は
国
会
内
で
「
過
労

死
ラ
イ
ン
を
超
え
て
は
、
患
者
も

医
師
の
命
も
守
れ
な
い
」
国
会
内

集
会
が
開
催
さ
れ
、
医
師
・
歯
科

医
師
、
医
学
生
、
過
労
死
医
師
遺

族
、
国
会
議
員
、
マ
ス
コ
ミ
関
係

者
ら
70
人
が
参
加
し
た
。

　

全
国
医
師
ユ
ニ
オ
ン
の
植
山
直

人
代
表
は
「
検
討
会
の
規
制
案
で

は
明
ら
か
に
労
基
法
違
反
の
省
令

が
出
て
し
ま
う
。
日
本
の
医
師
数

は
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
平
均
と
比
べ
る
と
12

万
人
も
不
足
し
て
い
る
。
こ
の
不

足
分
を
日
本
の
医
師

は
過
重
労
働
で
補

い
、
医
療
の
質
の
低

下
、
医
療
ミ
ス
に
も

つ
な
が
っ
て
し
ま
っ

て
い
る
」
と
し
た
。

　

「
東
京
過
労
死
を

考
え
る
家
族
の
会
」

代
表
の
中
原
の
り
子

氏
は
「
検
討
会
で
の

２
０
０
０
時
間
近
い

残
業
規
制
は
常
軌
を

逸
し
た
水
準
だ
。
医

療
者
の
聖
職
者
意

で
の
議
論
は
ひ
ど
い
と
思
っ
て
い

る
。
し
か
し
、
最
近
は
高
齢
者
の

増
加
や
病
気
の
多
様
化
に
伴
い
医

療
の
高
度
化
、
専
門
化
が
進
ん
で

お
り
、
た
だ
単
に
医
師
を
増
や
す

だ
け
で
医
師
の
働
き
方
が
解
決
で

き
る
か
ど
う
か
疑
問
が
あ
る
。
患

者
さ
ん
第
一
の
医
療
を
行
う
た
め

に
現
実
的
に
ど
う
し
た
ら
よ
い
の

か
、
今
後
も
ご
意
見
を
伺
い
た

い
」
と
し
た
。

　

山
下
議
員
は
医
師
の
長
時
間
労

働
に
つ
い
て
「
医
師
の
過
労
死
ラ

イ
ン
を
超
え
る
労
働
時
間
の
上
限

設
定
は
大
問
題
だ
。
検
討
会
で
の

議
論
は
『
金
は
出
さ
な
い
、
人
は

出
さ
な
い
が
働
き
方
は
改
善
し

ろ
』
と
い
う
も
の
で
、
医
師
、
社

会
保
障
費
を
増
や
さ
な
い
こ
と
を

前
提
と
し
て
お
り
無
理
が
あ
る
。

国
民
の
命
を
守
る
医
師
の
労
働
環

境
の
改
善
へ
向
け
て
全
力
を
尽
く

す
」
と
語
っ
た
。

識
、
犠
牲
的
精
神
の
上
に
成
り
立

つ
労
働
環
境
を
、
こ
れ
以
上
許
し

て
は
な
ら
な
い
。
医
療
者
も
国
民

も
共
に
幸
せ
に
暮
ら
せ
る
、
真
の

働
き
方
改
革
の
実
現
を
心
か
ら
願

っ
て
い
る
」
と
訴
え
た
。

　

全
日
本
医
学
生
自
治
会
連
合

（
医
学
連
）
の
医
学
部
３
年
生
の

男
性
は
、
医
学
連
の
ア
ン
ケ
ー
ト

で
「
ど
ん
ど
ん
残
業
時
間
が
増
や

さ
れ
て
過
労
死
す
る
未
来
が
見
え

る
」「
同
僚
の
女
性
が
出
産
す
る

こ
と
を
素
直
に
喜
べ
な
い
よ
う
な

環
境
で
悲
し
い
」
な
ど
、
７
割
が

不
安
を
持
っ
て
い
る
と
紹
介
し

「
男
性
、
女
性
と
も
に
働
き
や
す

い
労
働
環
境
が
求
め
ら
れ
て
い

る
」
と
主
張
し
た
。

　

立
憲
民
主
党
、
国
民
民
主
党
、

日
本
共
産
党
、
社
会
民
主
党
な
ど

各
党
の
国
会
議
員
も
参
加
し
、
意

見
交
換
し
た
。

医師の抜本的な増員求める

薬科部研究会

お申し込み・お問い合わせは、☎078－393－1840まで

日　時　４月６日（土）16時30分～18時　　会　場　協会５階会議室
講　師　神戸市中央区・山辺レディースクリニック院長　山辺　晋吾先生
参加費　500円（会員は無料）

月経周期に関わる薬剤月経周期に関わる薬剤

●①

●②

●③
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図　新専門医制度でどう変わったか

　

昨
年
春
か
ら
新
専
門
医
制
度
が
始
ま
る
と
と
も
に
、
厚
労
省

は
、
医
師
の
時
間
外
労
働
の
上
限
を
年
１
８
６
０
時
間
と
す
る
な

ど
の
「
医
師
の
働
き
方
改
革
（
案
）」
を
ま
と
め
た
。
医
師
の
研

修
・
勤
務
や
キ
ャ
リ
ア
形
成
に
大
き
な
影
響
を
与
え
る
制
度
変
更

を
、
若
手
医
師
は
ど
う
受
け
止
め
て
い
る
の
か
。
県
内
で
勤
務
す

る
卒
後
１
・
２
年
目
の
医
師
５
人
に
、
西
山
裕
康
理
事
長
、
森
岡

芳
雄
副
理
事
長
、
足
立
了
平
副
理
事
長
が
話
を
聞
い
た
。

初
期
研
修
で

専
攻
を
検
討
中

　

司
会
（
森
岡
）　

本
日
は
卒
後

研
修
中
の
若
手
医
師
５
人
に
お
越

し
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
ず
は
皆

さ
ん
、
研
修
を
受
け
て
の
感
想
は

い
か
が
で
す
か
。

　

Ｅ　

研
修
が
始
ま
っ
て
半
年
で

す
が
、
概
ね
満
足
し
て
い
ま
す
。

い
ろ
ん
な
科
の
先
生
に
話
を
聞
く

こ
と
が
で
き
る
こ
と
は
大
き
な
利

点
だ
と
思
い
ま
す
。
私
は
学
生
時

代
か
ら
小
児
科
医
に
な
ろ
う
と
決

め
て
い
ま
す
が
、
私
の
よ
う
な
場

合
で
も
、
ど
う
い
う
患
者
さ
ん
な

ら
ど
の
科
に
相
談
し
た
ら
い
い
の

か
と
い
う
点
に
注
目
し
て
話
を
聞

く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

Ｄ　

私
の
い
る
病
院
で
は
内
科

を
半
年
間
と
そ
の
他
の
科
を
１
カ

月
ず
つ
回
る
の
で
す
が
、
学
生
の

頃
に
思
っ
て
い
た
よ
り
も
１
カ
月

は
短
く
、
ど
こ
ま
で
自
分
が
で
き

る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
か
、
不

安
が
残
っ
て
い
ま
す
。

　

Ｃ　

各
科
を
回
っ
て
、
科
に
よ

っ
て
忙
し
さ
が
か
な
り
違
う
と
い

う
印
象
で
す
。

　

Ａ　

私
は
研
修
２
年
目
で
す
。

今
の
病
院
は
忙
し
い
と
聞
い
て
覚

悟
は
し
て
い
ま
し
た
が
、
勤
務
し

は
じ
め
た
ら
専
攻
医
が
よ
く
働
い

て
い
て
、
科
に
よ
り
違
い
ま
す

が
、
思
っ
た
ほ
ど
で
は
な
か
っ
た

と
い
う
印
象
で
す
。
来
年
か
ら
外

科
の
専
攻
医
に
な
る
予
定
で
す
。

　

Ｂ　

同
じ
く
２
年
目
で
、
来
年

か
ら
は
循
環
器
内
科
を
専
攻
し
よ

う
と
思
っ
て
い
ま
す
。
２
年
目
か

す
。
指
導
医
が
計
画
的
に
指
導
し

て
研
修
医
全
員
を
ミ
ニ
マ
ム
の
レ

ベ
ル
に
到
達
さ
せ
る
と
い
う
制
度

に
変
わ
っ
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。

　

司
会　

研
修
中
は
給
料
も
な
か

っ
た
時
代
か
ら
見
た
ら
隔
世
の
感

は
あ
り
ま
す
が
、
医
療
の
専
門

化
、
高
度
化
も
進
み
、
今
の
大
変

さ
は
ま
た
違
う
の
で
し
ょ
う
ね
。

自
主
申
告
制
の

時
間
外
労
働

　

司
会　

最
近
、
医
師
の
長
時
間

労
働
が
問
題
と
な
り
、
さ
ま
ざ
ま

な
報
道
も
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
皆

さ
ん
の
労
働
時
間
管
理
は
ど
う
な

っ
て
い
ま
す
か
。

　

Ａ　

タ
イ
ム
カ
ー
ド
の
よ
う
な

も
の
は
あ
り
ま
す
が
、
ほ
ぼ
誰
も

記
録
し
て
い
ま
せ
ん
。
そ
の
時
間

が
時
間
外
労
働
と
な
る
わ
け
で
は

な
い
か
ら
で
す
。

　

Ｃ　

う
ち
の
病
院
も
Ｉ
Ｃ
カ
ー

ド
で
出
勤
時
間
と
退
勤
時
間
が
記

録
さ
れ
ま
す
が
、
時
間
外
は
紙
に

書
い
て
の
自
己
申
告
で
す
。

　

Ｂ　

「
医
師
の
時
間
外
労
働
が

多
い
」
と
報
道
さ
れ
て
も
、
病
院

は
「
時
間
外
を
付
け
る
の
を
や
め

ろ
」
と
言
う
だ
け
で
「
時
間
外
労

働
を
や
め
ろ
」
と
は
な
ら
な
い
と

思
い
ま
す
。
時
間
外
労
働
を
減
ら

そ
う
に
も
人
員
が
増
え
る
わ
け
で

は
な
い
で
す
か
ら
。
た
だ
、
当
直

明
け
は
半
日
勤
務
と
す
る
な
ど
、

病
院
側
も
労
働
環
境
の
改
善
を
し

よ
う
と
し
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

　

西
山　

厚
労
省
で
は
、
労
働
時

間
と
自
己
研
鑽
を
ど
う
切
り
分
け

る
か
が
議
論
さ
れ
て
い
ま
す
。
ど

う
考
え
て
い
ま
す
か
。

　

Ａ　

病
院
内
で
し
か
で
き
な
い

自
己
研
鑽
が
た
く
さ
ん
あ
る
た

め
、
す
べ
て
が
労
働
時
間
と
し
て

制
限
さ
れ
る
と
、
修
練
の
機
会
が

足
り
な
い
か
な
と
思
い
ま
す
。

　

足
立　

新
潟
で
研
修
医
が
亡
く

な
り
ま
し
た
が
、
そ
の
直
前
は
自

分
の
勉
強
も
あ
っ
て
夜
遅
く
ま
で

勤
務
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
で

す
。
将
来
、
患
者
さ
ん
に
還
元
さ

れ
る
の
だ
か
ら
自
分
の
た
め
の
勉

強
も
勤
務
で
あ
る
と
し
て
、
労
基

署
に
は
そ
の
時
間
も
勤
務
時
間
に

認
定
さ
れ
ま
し
た
。
皆
さ
ん
の
感

覚
か
ら
は
ど
う
で
す
か
。

　

Ｃ　

ど
ん
な
職
業
で
も
自
己
研

鑽
は
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。
学
生

時
代
、
塾
で
ア
ル
バ
イ
ト
し
て
い

ま
し
た
が
、
授
業
の
準
備
は
授
業

時
間
と
は
別
に
行
っ
て
い
ま
し

た
。
た
だ
、
医
師
は
患
者
の
命
を

救
う
職
業
な
の
で
、
職
業
意
識
、

倫
理
観
の
高
さ
が
必
要
と
い
う
と

こ
ろ
も
あ
る
か
と
思
い
ま
す
。

　

西
山　

プ
ロ
野
球
選
手
の
練
習

は
自
分
の
利
益
の
た
め
だ
け
で
す

が
、
医
師
の
自
己
研
鑽
は
医
師
法

で
い
う
「
医
療
を
司
る
」
も
の
の

責
務
と
し
て
、
一
定
の
レ
ベ
ル
を

保
つ
の
に
必
要
で
す
。
た
だ
、
す

べ
て
を
労
働
時
間
と
し
た
ら
、
上

限
を
超
過
す
る
と
現
場
か
ら
離
れ

ざ
る
を
得
ず
、
勉
強
で
き
な
く
な

る
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
一

方
、
す
べ
て
を
自
己
研
鑽
と
す
る

と
、
医
師
が
際
限
な
く
働
か
さ
れ

る
こ
と
に
な
り
、
心
身
の
健
康
を

損
な
っ
て
し
ま
い
か
ね
ま
せ
ん
。

　

司
会　

先
ほ
ど
時
間
外
労
働
を

減
ら
そ
う
に
も
人
員
が
増
え
な
い

と
い
う
話
が
あ
り
ま
し
た
が
、
今

の
日
本
の
医
師
数
に
つ
い
て
ど
う

思
い
ま
す
か
。

　

Ｂ　

科
に
よ
っ
て
大
分
差
が
あ

り
、
病
院
が
も
う
少
し
、
医
師
の

配
置
を
工
夫
し
た
ら
と
思
う
科
は

あ
り
ま
す
ね
。

　

足
立　

一
般
的
に
不
足
と
言
わ

れ
る
救
急
よ
り
、
緊
急
手
術
を
担

当
す
る
脳
外
科
や
心
臓
外
科
の
先

生
方
が
大
変
と
い
う
話
を
聞
き
ま

し
た
。

　

Ｂ　

確
か
に
救
急
は
完
全
シ
フ

ト
制
な
の
で
、
担
当
時
間
が
終
わ

れ
ば
解
放
さ
れ
ま
す
ね
。
一
方
、

患
者
さ
ん
は
、
自
分
の
病
気
を
診

る
の
は
主
治
医
と
い
う
意
識
が
強

い
の
で
、
医
師
の
働
き
方
を
看
護

師
さ
ん
の
よ
う
に
完
全
に
シ
フ
ト

制
に
す
る
こ
と
は
難
し
い
と
感
じ

ま
す
。

新
専
門
医
制
度
を

ど
う
見
る
か

　

司
会　

昨
春
か
ら
新
専
門
医
制

度
が
始
ま
り
、
卒
後
研
修
終
了
後

の
３
年
目
に
つ
い
て
は
多
く
の
先

生
方
が
そ
の
ま
ま
、
迷
わ
ず
専
攻

医
研
修
を
選
択
さ
れ
る
よ
う
に
思

う
の
で
す
が
、
い
か
が
で
し
ょ
う

か
。
２
年
目
の
お
二
人
は
、
秋
の

今
の
時
点
で
専
攻
を
決
め
て
お
ら

れ
ま
す
が
、
他
の
先
生
も
そ
う
で

す
か
。

　

Ａ　

そ
う
で
す
ね
。
本
来
で
あ

れ
ば
、
専
攻
医
の
登
録
が
そ
ろ
そ

ろ
始
ま
る
時
期
で
す
か
ら
…
。

　

Ｂ　

去
年
ま
で
の
話
だ
と
、
登

録
は
９
月
半
ば
に
は
始
ま
る
予
定

だ
っ
た
の
で
す
が
、「
10
月
半
ば

に
延
期
し
ま
す
」
と
言
わ
れ
た
き

り
、
10
月
半
ば
の
今
に
な
っ
て
も

何
の
情
報
も
な
く
、
ど
う
な
っ
て

い
る
の
か
と
気
に
な
っ
て
い
ま
す

（
そ
の
後
、
11
月
半
ば
か
ら
第
一

次
登
録
が
開
始
さ
れ
た
）。

　

西
山　

新
専
門
医
制
度
で
新
た

に
基
本
領
域
と
さ
れ
た
「
総
合
診

療
専
門
医
」
に
つ
い
て
は
、
ど
う

受
け
止
め
て
い
ま
す
か
。

　

Ａ　

３
カ
月
研
修
し
た
の
で
す

が
、
よ
く
分
か
ら
な
い
と
い
う
印

象
で
す
。
病
院
医
療
と
し
て
総
合

的
に
診
る
の
か
、
社
会
的
背
景
な

ど
も
含
め
て
診
る
家
庭
医
の
よ
う

な
存
在
な
の
か
で
、
概
念
が
変
わ

っ
て
く
る
か
と
思
い
ま
す
。
サ
ブ

ス
ペ
シ
ャ
リ
テ
ィ
も
含
め
、
キ
ャ

リ
ア
パ
ス
が
描
き
づ
ら
い
と
い
う

こ
と
も
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

Ｂ　

国
が
作
ろ
う
と
し
て
い
る

総
合
医
は
、
家
庭
医
が
メ
イ
ン
だ

と
思
い
ま
す
。
た
だ
、
救
急
外
来

で
患
者
さ
ん
を
診
て
い
る
と
、
症

状
に
合
わ
せ
て
病
院
や
診
療
所
を

選
ん
で
い
る
た
め
、
糖
尿
病
で
か

か
り
つ
け
医
が
い
て
も
、
違
う
症

状
だ
と
救
急
外
来
に
来
ら
れ
た
り

す
る
の
で
す
。
イ
ギ
リ
ス
等
で

は
、
家
庭
医
を
通
し
て
、
病
院
に

か
か
る
と
い
う
シ
ス
テ
ム
に
な
っ

て
い
ま
す
が
、
厚
労
省
が
総
合
医

を
イ
ギ
リ
ス
の
家
庭
医
の
よ
う
な

存
在
と
し
て
作
ろ
う
と
思
う
と
、

今
の
日
本
の
医
療
体
制
で
は
ズ
レ

が
生
じ
る
の
で
は
な
い
か
と
感
じ

ま
す
。

　

西
山　

キ
ャ
リ
ア
パ
ス
の
話
が

出
ま
し
た
が
、
開
業
と
い
う
選
択

は
ど
う
で
す
か
。

　

Ｅ　

実
家
が
ク
リ
ニ
ッ
ク
な
の

で
す
が
、
見
て
い
て
大
変
だ
と
思

い
ま
す
。
医
療
以
外
の
業
務
が
多

い
で
す
し
、
診
療
報
酬
も
病
院
勤

務
の
方
が
恵
ま
れ
て
い
る
の
で
は

な
い
か
と
感
じ
ま
す
。

　

司
会　

皆
さ
ん
県
内
の
大
病
院

で
研
修
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
地
域

密
着
の
中
小
規
模
の
市
中
病
院
で

の
研
修
の
あ
り
方
に
つ
い
て
は
ど

う
思
わ
れ
ま
す
か
。

　

Ｅ　

デ
メ
リ
ッ
ト
が
大
き
い
と

感
じ
ま
す
。
病
床
数
が
少
な
い
と

ス
タ
ッ
フ
も
少
な
く
、
ど
う
し
て

も
そ
の
病
院
独
自
で
慣
習
化
し
て

い
る
部
分
が
出
て
く
る
と
思
い
ま

す
。
自
分
の
知
識
や
技
術
が
あ
る

程
度
身
に
つ
い
て
か
ら
で
な
い

と
、
気
づ
か
な
い
ま
ま
、
そ
れ
が

標
準
的
だ
と
思
い
込
ん
で
し
ま
う

可
能
性
が
あ
る
か
と
…
。

　

Ａ　

メ
リ
ッ
ト
を
見
出
す
な

ら
、
自
分
で
何
も
か
も
や
ら
な
く

て
は
な
ら
な
い
と
い
う
と
こ
ろ
で

し
ょ
う
か
。
大
病
院
で
は
転
院
交

渉
は
地
域
連
携
担
当
の
先
生
が
さ

れ
ま
す
が
、
そ
う
い
う
こ
と
も
含

め
、
す
べ
て
自
分
で
段
取
り
し
な

け
れ
ば
な
ら
ず
、
勉
強
に
な
る
か

と
思
い
ま
す
。

　

西
山　

へ
き
地
や
地
方
に
行
く

意
思
の
あ
る
人
は
若
い
人
に
も
多

い
と
い
う
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
も
あ

り
ま
す
が
、
ど
う
で
す
か
。

　

Ａ　

私
個
人
も
含
め
、
数
年
な

ら
行
っ
て
も
い
い
と
思
っ
て
い
る

人
は
多
い
よ
う
に
思
い
ま
す
。

女
性
医
師
の

働
き
方
は
…

　

司
会　

今
、
国
家
試
験
合
格
者

に
占
め
る
女
性
の
割
合
は
３
割
ま

で
増
え
て
い
ま
す
。
女
性
医
師
が

働
き
や
す
い
環
境
を
ど
う
作
る
か

が
、
重
要
な
課
題
に
な
っ
て
い
ま

す
が
、
女
性
の
Ｄ
先
生
は
、
ご
自

身
の
キ
ャ
リ
ア
パ
ス
を
ど
う
描
い

て
お
ら
れ
ま
す
か
。

　

Ｄ　

そ
う
で
す
ね
…
、
臨
床
で

の
勤
務
と
出
産
が
重
な
る
と
厳
し

い
と
思
っ
て
い
て
、
出
産
の
タ
イ

ミ
ン
グ
で
大
学
院
に
行
く
こ
と
も

良
い
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い

ま
す
。
そ
こ
な
ら
あ
る
程
度
、
自

分
の
時
間
に
合
わ
せ
て
実
験
等
が

で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
。

　

臨
床
の
場
合
、
も
し
時
短
で
先

に
帰
れ
た
と
し
て
も
、
他
の
先
生

方
に
残
っ
た
仕
事
を
お
願
い
す
る

こ
と
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
今

の
病
院
で
、
時
短
の
先
生
が
帰
っ

た
後
、
他
の
先
生
が
カ
バ
ー
し
て

お
ら
れ
る
状
況
を
み
る
と
、
現
場

に
出
な
い
と
い
う
選
択
を
し
て
出

産
す
る
方
が
、
周
囲
へ
の
負
担
は

少
な
い
と
思
い
ま
す
。

　

足
立　

女
性
医
師
が
そ
う
い
う

こ
と
を
考
え
な
け
れ
ば
い
け
な
い

雰
囲
気
が
ま
だ
あ
る
の
で
す
ね
。

　

Ｂ　

カ
バ
ー
に
入
っ
た
人
に
何

ら
か
メ
リ
ッ
ト
と
な
る
よ
う
な
制

度
が
あ
れ
ば
、
円
滑
に
ま
わ
る
の

で
は
な
い
か
と
感
じ
ま
す
。
今
は

女
性
だ
け
で
は
な
く
、
男
性
も
育

児
を
し
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん

が
、
男
性
医
師
で
時
短
を
と
っ
て

お
ら
れ
る
方
は
そ
も
そ
も
い
ま
せ

ん
の
で
、
取
り
や
す
く
す
る
工
夫

が
必
要
と
思
い
ま
す
。

　

西
山　

男
性
の
働
き
方
と
も
密

接
に
結
び
つ
く
の
で
、
総
合
的
な

対
策
が
必
要
で
す
ね
。

　

司
会　

や
は
り
医
師
数
が
足
り

て
い
な
い
こ
と
が
、
根
底
に
あ
る

と
思
い
ま
す
。
協
会
は
昨
年
に
は

勤
務
医
部
を
発
足
さ
せ
ま
し
た
。

今
日
の
ご
意
見
も
受
け
、
勤
務
医

の
先
生
方
の
労
働
環
境
改
善
や
生

活
の
サ
ポ
ー
ト
な
ど
、
努
力
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、

ご
意
見
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

ら
は
、
あ
る
程
度
裁
量
を
持
た
せ

て
も
ら
い
、
責
任
が
少
し
ず
つ
増

え
て
怖
さ
も
感
じ
て
い
ま
す
。
怖

さ
を
払
拭
す
る
た
め
に
は
勉
強
が

必
要
で
、
そ
れ
は
仕
事
だ
と
思
う

の
で
、
働
い
た
分
の
対
価
が
あ
れ

ば
あ
る
程
度
忙
し
く
て
も
大
丈
夫

だ
と
思
っ
て
い
ま
す
が
、「
働
き

方
改
革
」
で
そ
の
あ
た
り
が
ど
う

な
る
か
が
気
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

西
山　

私
は
外
科
出
身
で
す

が
、
１
年
目
の
大
学
病
院
勤
務
で

は
、
常
に
先
輩
に
付
い
て
、
術
前

検
査
や
検
討
会
、
手
術
、
術
後
管

理
な
ど
す
べ
て
覚
え
て
動
か
な
け

れ
ば
な
ら
ず
、
忙
し
か
っ
た
で
す

が
、
大
分
変
わ
っ
た
の
で
す
ね
。

　

足
立　

市
民
病
院
で
長
く
勤
務

し
て
研
修
医
を
見
て
き
ま
し
た

が
、
昔
は
、
徒
弟
制
度
の
よ
う
に

先
輩
の
背
中
を
見
て
鍛
え
ら
れ
る

一
方
、
や
る
気
の
な
い
人
は
去
れ

と
い
う
、
研
修
を
受
け
る
側
の
や

る
気
任
せ
と
い
う
面
が
あ
り
ま
し

た
。
し
か
し
、
必
修
化
以
降
の
研

修
制
度
は
税
金
を
投
入
し
て
い
ま

特別企画　若手医師による匿名座談会

医師の働き方改革と新専門医制度医師の働き方改革と新専門医制度

Ａ先生、Ｂ先生…Ａ病院（500床以上）で
研修２年目、男性
Ｃ先生、Ｄ先生、Ｅ先生…Ｂ病院（500床
以上）で研修１年目、Ｃ先生・Ｅ先生は男
性、Ｄ先生は女性
西山裕康理事長（1982年卒）
森岡芳雄副理事長（1981年卒）
足立了平副理事長（1978年卒・歯科）

参加者

高等学校
３年

今まで

現在

入
学
試
験

共
用
試
験

専
門
医
資
格
取
得

医
師
国
家
試
験
合
格

（
一
回
目
医
籍
登
録
）

臨
床
研
修
修
了

（
二
回
目
医
籍
登
録
）

準備教育 専門教育
臨床研修修了後の研修等…法に基づく

臨床研修臨床前医学教育

知識・技能
の評価

生涯教育

診療参加型臨床実習

医学部（６年） 大学病院・臨床研究病院

高等学校
３年

18歳
年齢

専
門
医
資
格
取
得

22歳 24歳 26歳

準備教育 専門教育
生涯教育法に基づく

臨床研修
新たな
専門医の養成臨床前医学教育 診療参加型臨床実習

医学部（６年） 大学病院
・臨床研究病院

２年 ３年以上
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人
種
差
別
と
友
情
を
テ
ー
マ

に
し
た
感
動
の
実
話
を
映
画
化

し
た
「
グ
リ
ー
ン
ブ
ッ
ク
」
を

紹
介
し
ま
す
。
時
は
１
９
６
０

年
代
。
ア
メ
リ
カ
南
部
を
舞
台

に
、
黒
人
ジ
ャ
ズ
ピ
ア
ニ
ス
ト

と
イ
タ
リ
ア
系
白
人
運
転
手
の

２
人
が
旅
を
続
け
る
中
で
、
楽

し
み
や
悲
し
み
を
通
し
て
友
情

を
深
め
つ
つ
、
他
者
を
受
け
入

れ
る
互
い
の
心
情
の
変
化
を
描

い
た
ヒ
ュ
ー
マ
ン
ド
ラ
マ
で

す
。

　

１
９
６
２
年
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
の
高
級
ク
ラ
ブ
で
用
心
棒
と

し
て
働
く
ト
ニ
ー
・
リ
ッ
プ

は
、
常
識
は
ず
れ
の
無
教
養
で

す
が
、
口
達
者
で
、
周
囲
か
ら

信
頼
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
高
級

ク
ラ
ブ
が
改
装
の
た
め
閉
鎖
さ

ジ
ャ
ズ
ピ
ア
ニ
ス
ト
の
ド
ク
タ

ー
・
シ
ャ
リ
ー
と
、
黒
人
用
旅

行
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
「
グ
リ
ー
ン

ブ
ッ
ク
」
を
頼
り
に
、
そ
の
コ

ン
サ
ー
ト
ツ
ア
ー
に
同
行
す
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。
２
人
は
出

会
っ
た
当
初
、
衝
突
を
繰
り
返

し
ま
す
が
、
次
第
に
黒
人
と
白

人
の
垣
根
を
取
り
払
い
、
友
情

を
深
め
て
い
き
ま
す
。

　

黒
人
ト
ニ
ー
は
、「
神
の
域

の
技
術
」
を
持
ち
、
ケ
ネ
デ
ィ

大
統
領
の
た
め
、
ホ
ワ
イ
ト
ハ

ウ
ス
で
演
奏
し
た
こ
と
も
あ
る

天
才
ピ
ア
ニ
ス
ト
と
評
さ
れ
て

い
ま
す
。
黒
人
差
別
、
人
種
差

別
の
場
面
で
は
、
音
楽
が
差
別

を
取
り
払
う
予
感
が
漂
い
ま

す
。
信
じ
が
た
い
人
種
差
別
が

作
品
で
描
か
れ
て
い
ま
す
が
、

２
人
の
笑
い
や
涙
が
、
も
っ
と

見
て
い
た
い
思
い
に
さ
せ
て
く

れ
ま
す
。
黒
人
ド
ク
タ
ー
の
ピ

ア
ノ
の
音
色
が
鑑
賞
す
る
人
た

ち
の
心
に
深
く
響
く
中
で
、
ア

メ
リ
カ
南
部
の
行
く
先
々
で
の

や
り
取
り
に
、
怒
り
と
憤
り
と

悲
し
み
が
自
然
と
増
し
て
い
き

ま
す
。
２
人
の
ユ
ー
モ
ア
が
、

差
別
を
溶
か
し
て
い
く
や
り
と

り
も
見
ど
こ
ろ
で
す
。

　

今
作
品
の
注
目
度
が
高
い
理

由
に
は
、
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
の

人
種
隔
離
差
別
政
策
に
反
対
す

る
世
論
が
あ
る
の
で
は
な
い
か

と
感
じ
て
し
ま
い
ま
す
。
言
論

の
自
由
を
保
証
し
て
、
社
会
保

障
の
充
実
を
目
指
す
勢
力
に
力

を
与
え
て
く
れ
る
、
世
界
中
が

絶
賛
す
る
作
品
で
す
。
白
人
と

黒
人
の
２
人
の
や
り
と
り
が
、

深
い
友
情
に
発
展
し
て
い
き
ま

す
が
、
や
は
り
ト
ラ
ン
プ
大
統

領
の
白
人
優
遇
政
策
や
富
裕
層

優
遇
政
策
に
疑
問
を
抱
い
て
し

ま
い
ま
す
。
２
０
１
８
年
度
の

れ
、
一
時
的
に

無
職
に
な
っ
て

し
ま
い
ま
し
た

が
、
ト
ニ
ー

は
、
ア
メ
リ
カ

南
部
で
コ
ン
サ

ー
ト
ツ
ア
ー
を

計
画
す
る
黒
人

グ
リ
ー
ン
ブ
ッ
ク

白岩一心

113

ア
カ
デ
ミ
ー
賞
最
優
秀
作
品
賞

受
賞
作
品
。
映
画
館
の
大
ス
ク

リ
ー
ン
で
、
見
守
っ
て
は
い
か

が
で
し
ょ
う
か
？　

人
種
差
別

は
、
現
代
で
も
根
深
い
問
題
で

す
が
、
友
情
こ
そ
が
、
今
後
の

世
界
中
の
平
和
に
寄
与
す
る
こ

と
を
訴
え
て
い
ま
す
。

　

安
倍
総
理
大
臣
が
、
ト
ラ
ン

プ
大
統
領
を
ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞

に
推
薦
し
た
噂
が
飛
び
交
う
昨

今
、
本
当
の
世
界
平
和
、
人
種

差
別
や
植
民
地
化
さ
れ
る
日
本

の
主
権
、
公
民
権
も
考
え
て
み

る
と
興
味
津
々
で
す
。
黒
人
用

ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
「
グ
リ
ー
ン
ブ

ッ
ク
」。
い
た
る
と
こ
ろ
で
の

差
別
に
胸
を
締
め
付
け
ら
れ
ま

す
が
、
あ
ら
ゆ
る
差
別
を
な
く

す
私
た
ち
兵
庫
県
保
険
医
協
会

の
主
張
に
合
う
作
品
で
す
。

（
全
国
の
映
画
館
で
上
映
中
）

 

【
赤
穂
郡　

白
岩
歯
科
医
院
】

　安倍内閣がマイナンバーカードを保険証として利用可能とする健康保険法改定
案を閣議決定したことについて、協会は３月９日の第1090回理事会にて抗議声明
を採択し、関係機関に送付した。以下に採択した抗議声明を掲載する。

 2019年３月９日
　 声　明
 兵庫県保険医協会
 第1090回理事会

健康保険法改定案に盛り込まれたマイナンバーカードによる
被保険者または被扶養者の資格確認に反対する

　２月15日、安倍内閣はマイナンバーカードによる被保険者または被扶養者
の資格確認を可能とすることを盛り込んだ健康保険法改定案を閣議決定し
た。また、同法案にはオンライン資格確認や電子カルテ等の普及のための医
療情報化支援基金の創設も盛り込まれた。今国会で審議が行われる予定であ
る。
　背景には、社会のデジタル化を促し、世界レベルのIT国家を目指すという
政府の方針に反して、マイナンバーカードの普及率が２月５日の時点で12.6
％と普及していない状況がある。政府は、マイナンバーカード普及のために
すべての医療機関でマイナンバーカードによる被保険者または被扶養者の資
格確認ができるようにするとしている。
　新たに創設される医療情報化支援基金は医療機関にマイナンバーカードを
読み取る環境整備に対する補助を行うとともに、電子カルテ等の普及にも利
用される。一部報道では、患者の資格確認とともに、過去のレセプトデータ
や電子カルテに記載された診療情報の閲覧を各医療機関でできるようにする
との計画も報じられている。
　もし、このようなことが実現すれば、極めてセンシティブな個人の医療情
報がマイナンバーカードと紐付けられることになり、情報漏えいのリスクが
増大するばかりでなく、情報が漏えいした際の損害も莫大なものになる。
　本法案は患者の医療情報の漏洩リスクを高めるとともに、その責任を一医
療機関が負うことになりかねない危険性を持っている。国民に保険証一枚で
いつでも、どこでも、比較的低い負担で、世界水準の医療を受けることがで
きる国民皆保険制度の仕組みをマイナンバーカードの普及のために利用する
ことに反対する。 　以上

医科保険請求

〈要介護・要支援者への維持期リハビリテーション〉
Ｑ１　算定日数上限を超えて行う維
持期リハビリテーションについて、
脳血管疾患等リハビリテーション
料、廃用症候群リハビリテーション
料、運動器リハビリテーション料で
あって、要介護・要支援被保険者に
対して行う場合、2019年４月１日以
降はリハビリテーション料が算定で
きなくなるのか。
Ａ１　2019年４月１日以降は算定で
きなくなります。ただし、以下の患
者については、４月以降もリハビリ
テーション料を算定できます。
①別表第９の８の１に定める患者
（高次脳機能障害、重度の頸髄損
傷、頭部外傷および多部位外傷ほ
か）で、かつ治療の継続によって状
態の改善が期待できると医学的に判

断できる患者
②別表第９の８の２に定める患者
（先天性または進行性の神経・筋疾
患）で、かつ患者の疾患・状態等を
総合的に勘案し、治療上有効である
と医学的に判断できる患者

※2019年３月中に維持期リハビリテ
ーション料を算定している患者が、
別の施設で介護保険における訪問リ
ハビリテーションもしくは通所リハ
ビリテーション（いずれも介護予防
含む）を同一月に併用する場合に限
り、介護保険のリハビリテーション
利用開始日を含む月の翌々月まで引
き続き維持期リハビリテーション料
を１月７単位まで算定できます。

三井生命の社名変更にともなう
手続きはありません　　　　　

　「保険医年金」、協会「グループ保険」の事務幹事会社である三
井生命は、４月１日から大樹生命に社名変更します。
　なお、社名変更による、会員の皆さまのお手続きはありませんの
でご承知おきください。旧社名（三井生命）を表記した各種ご案内
書類、制度約款等は、そのままご使用いただけます。

ご不明の点がありましたら
 共済部までご一報ください　☎078－393－1805まで
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グループ保険グループ保険

グループ保険新 医師賠償責任保険医師賠償責任保険
医事紛争の備えは必須です

所得補償保険所得補償保険
「休業保障制度」の上乗せ補償に！

医療機関のスタッフも加入OK／入院は１日目～、自宅
療養は５日目～補償／再発の場合も含めて通算1000日
まで補償／うつ病等の精神疾患、認知症も補償／代診
をおいてもお支払い／連続休業は最長２年補償

院内の事故による賠償費用、弁護士費用等の訴訟費用、
応急手当の費用等

毎年高配当を維持　今年は５４％配当！

最高6000万円の高額保障、配偶者も1000万円セット
加入／医師による診査なし／最長75歳まで保障

掛金負担なしで先進医療保険の加入ＯＫ！
配偶者セット加入は最高3000万円／掛金は協会グ
ループ保険より低廉／こども加入特約あり／１
年毎に剰余金が生じた場合、配当金あり

※１月からの制度改善でもっとよくなりました！
改善① 最高保障額を6000万円に引き上げました
改善② 保険料を平均20％引き下げました

ＤｅｆＬ ＤｅｆＬ デフエルデフエル積立年金

兵庫県保険医協会の会員・従業員だけ
が加入できる積立年金保険

「一時払」は毎回１億円まで預入ＯＫ！
個人年金保険料控除がとれる個年型と自在性の
一般型／必要時は１万円単位で払い出し可能

積立金総額１兆２千億円
中長期の資産運用にお勧めします

保険医年金保険医年金
年金保険なのに自在性が魅力！
１口単位で解約・中断・再開が可能／事前に満
期日の指定は不要（最長80歳まで）／受取方法は受
給時に選択／万一の時はご遺族に全額給付

「月払｣5000円～・「一時払｣10万円～１億円

休業保障制度休業保障制度
割安な掛金が満期まで上がりません／最長75歳
まで、730日の充実保障／掛け捨てではありま
せん／弔慰・高度障害給付あり／自宅療養、代
診をおいても給付／うつ病等の精神疾患、認知
症も給付／他制度の給付に関係なくお支払い

病気やケガによる休業の備えに、協会が
一番にお奨めします

自動車保険・火災保険の団体割引き、医療保険・ガン保険もお問い合わせください。

春の共済制度普及 ４月１日開始！　　　お問合せは共済部まで　０７８-３９３-１８０５

※４月からの制度改善でさらによくなります！
改善① 最高保障額を6000万円に引き上げます
改善② 掛金をさらに引き下げます

協会グループ保険協会グループ保険
６０００６０００万円万円

新グループ保険
６０００万円

最高保障額1億2000万円に！
＋＋

※ 2017年度は上乗せ配当と合わせて
配当率は1.356％でした

予定利率予定利率
1.259％1.259％

「月払｣１万円～30万円・「一時払｣50万円～2000万円

※ 2017年度は上乗せ配当と合わせて
配当率は1.467％でした

予定利率予定利率
1.289％1.289％

統
一
地
方
選
挙
に
あ
た
っ
て

 

２
０
１
９
年
３
月　

兵
庫
県
保
険
医
協
会

１
、
福
祉
医
療
制
度
を
拡
充
す
る

こ
と

①
こ
ど
も
の
医
療
費
助
成
を
拡
充

し
、
中
学
３
年
生
ま
で
所
得
制
限

な
く
入
院
、
外
来
と
も
に
医
療
費

窓
口
負
担
を
無
料
に
す
る
こ
と
。

ま
た
高
校
３
年
生
世
代
ま
で
医
療

費
助
成
を
拡
充
す
る
こ
と
を
め
ざ

す
こ
と
。

②
高
齢
期
移
行
者
医
療
費
助
成
を

老
人
医
療
費
助
成
に
戻
し
、
65
歳

以
上
の
高
齢
者
の
医
療
費
窓
口
負

担
を
１
割
負
担
に
す
る
こ
と
。
所

得
制
限
は
、
少
な
く
と
も
住
民
税

非
課
税
者
を
対
象
に
す
る
こ
と
。

③
母
子
家
庭
等
・
１
人
親
世
帯
医

療
費
助
成
の
所
得
制
限
を
、
児
童

扶
養
手
当
の
一
部
支
給
基
準
に
戻

す
こ
と
。

④
こ
ど
も
の
医
療
費
助
成
と
重
度

障
害
者
医
療
費
助
成
の
所
得
制
限

の
「
世
帯
合
算
」
を
や
め
る
こ

と
。

⑤
入
院
時
食
事
療
養
費
お
よ
び
入

院
時
生
活
療
養
費
の
助
成
を
創
設

す
る
こ
と
。

⑥
福
祉
医
療
助
成
制
度
の
対
象
に

薬
剤
費
負
担
を
含
め
る
こ
と
。

⑦
福
祉
医
療
助
成
制
度
の
対
象
に

訪
問
看
護
療
養
費
を
含
め
る
こ

と
。

⑧
難
病
指
定
患
者
に
対
し
て
国
の

認
定
基
準
に
よ
っ
て
「
軽
症
」
と

判
断
さ
れ
て
も
、
助
成
対
象
と
す

る
独
自
の
福
祉
医
療
制
度
を
創
設

す
る
こ
と
。

２
、
国
民
健
康
保
険
、
予
防
接

種
、
介
護
施
策
を
拡
充
す
る
こ
と

①
国
民
健
康
保
険
に
対
し
て
、
一

般
会
計
か
ら
の
繰
り
入
れ
を
増
や

し
、
国
保
料
（
税
）
を
協
会
け
ん

ぽ
の
保
険
料
程
度
ま
で
引
き
下
げ

ら
れ
る
よ
う
納
付
金
を
引
き
下
げ

る
こ
と
。

②
市
町
が
、
国
民
健
康
保
険
法
44

条
の
一
部
負
担
金
減
免
と
77
条
の

保
険
料
減
免
の
適
用
を
拡
大
す
る

よ
う
支
援
す
る
こ
と
。

③
予
防
接
種
事
業
は
原
則
無
料
と

し
、
全
員
が
平
等
に
受
け
ら
れ
る

よ
う
に
す
る
こ
と
。

④
介
護
保
険
制
度
の
保
険
料
・
利

用
料
に
つ
い
て
独
自
の
減
免
制
度

を
設
け
る
こ
と
。
介
護
ス
タ
ッ
フ

の
増
員
や
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

の
増
設
な
ど
を
行
う
こ
と
。

⑤
介
護
保
険
か
ら
移
行
さ
れ
、
市

町
が
行
う
「
訪
問
介
護
」
と
「
通

所
介
護
」
等
、
地
域
支
援
事
業
を

支
援
す
る
こ
と
。

３
、
開
業
保
険
医
が
十
分
な
診
療

を
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と

①
保
険
診
療
に
関
す
る
監
督
責
任

の
あ
る
県
と
し
て
、
次
の
こ
と
に

留
意
す
る
こ
と
。
審
査
・
指
導
は

「
行
政
手
続
法
」
の
趣
旨
に
も
と

づ
き
行
わ
せ
る
こ
と
。
主
治
医
の

裁
量
権
を
尊
重
し
、
医
学
・
医
療

内
容
を
無
視
し
た
経
済
審
査
や
強

権
的
指
導
・
監
査
を
是
正
す
る
こ

と
。
事
務
職
員
に
よ
る
医
療
内
容

の
点
検
関
与
、
レ
セ
プ
ト
点
検
の

民
間
委
託
は
や
め
さ
せ
る
こ
と
。

②
医
療
廃
棄
物
処
理
に
つ
い
て
公

費
助
成
を
行
う
こ
と
。

③
医
療
・
介
護
ス
タ
ッ
フ
の
不
足

を
解
消
す
る
た
め
に
人
件
費
補
助

な
ど
の
施
策
を
実
施
す
る
こ
と
。

④
成
人
歯
科
検
診
や
妊
産
婦
歯
科

検
診
な
ど
、
歯
科
に
お
け
る
予
防

制
度
を
確
立
し
、
県
下
全
自
治
体

に
歯
科
検
診
・
予
防
活
動
の
セ
ン

タ
ー
と
な
る
口
腔
衛
生
セ
ン
タ
ー

を
設
立
す
る
こ
と
。

⑤
国
に
対
し
て
医
療
機
関
の
事
業

税
非
課
税
措
置
を
堅
持
す
る
よ
う

求
め
る
こ
と
。

⑥
生
活
保
護
指
定
医
療
機
関
へ
の

個
別
指
導
に
つ
い
て
、
診
療
報
酬

の
返
還
あ
り
き
の
指
導
を
行
わ
な

い
こ
と
。
政
令
指
定
都
市
や
中
核

市
に
も
同
様
の
要
請
を
行
う
こ

と
。

⑦
医
療
機
関
に
お
け
る
医
療
券
医

療
要
否
意
見
書
の
返
送
等
、
生
活

保
護
制
度
の
事
務
処
理
費
用
に
つ

い
て
公
費
で
賄
う
こ
と
。

⑧
小
児
科
を
持
つ
民
間
病
院
へ
の

支
援
を
強
化
す
る
と
と
も
に
、
国

に
対
し
小
児
科
医
の
養
成
数
拡
大

と
診
療
報
酬
上
の
適
正
評
価
を
求

め
る
こ
と
。

４
、
県
下
の
医
療
提
供
体
制
を
充

実
さ
せ
る
こ
と

①
兵
庫
県
保
健
医
療
計
画
（
圏
域

版
）
案
に
盛
り
込
ま
れ
た
、
三
田

市
民
病
院
の
「
２
次
医
療
圏
域
に

限
定
し
な
い
再
編
統
合
」、
市
立

伊
丹
病
院
と
近
畿
中
央
病
院
、
市

立
川
西
病
院
と
民
間
病
院
、
県
立

西
宮
病
院
と
西
宮
市
立
中
央
病
院

の
統
合
に
つ
い
て
、
情
報
公
開
を

積
極
的
に
行
い
、
地
域
の
医
療
関

係
者
は
も
と
よ
り
、
住
民
、
患
者

の
意
見
を
尊
重
す
る
こ
と
。

②
各
２
次
医
療
圏
域
・
準
圏
域
内

で
完
結
的
な
医
療
提
供
体
制
の
整

備
を
進
め
る
こ
と
。

・
丹
波
、
北
播
磨
、
阪
神
北
、
西

播
磨
圏
域
に
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー

を
整
備
す
る
こ
と
。

・
丹
波
、
北
播
磨
、
阪
神
北
、
西

播
磨
圏
域
に
地
域
周
産
期
母
子
医

療
セ
ン
タ
ー
を
整
備
す
る
こ
と
。

・
北
播
磨
圏
域
に
こ
ど
も
急
病
セ

ン
タ
ー
を
整
備
す
る
な
ど
、
圏
域

内
の
小
児
１
次
・
２
次
救
急
を
充

実
さ
せ
る
こ
と
。

・
西
播
磨
圏
域
に
休
日
・
夜
間
急

病
セ
ン
タ
ー
を
整
備
す
る
こ
と
。

・
丹
波
医
療
圏
に
お
い
て
、
心
臓

血
管
外
科
、
脳
神
経
外
科
、
肺
が

ん
専
門
医
の
確
保
を
行
う
こ
と
。

③
地
域
医
療
の
最
後
の
砦
と
し
て

政
策
医
療
を
提
供
す
る
県
立
病
院

に
過
度
な
採
算
性
を
求
め
て
、
独

立
行
政
法
人
化
や
Ｐ
Ｆ
Ｉ
事
業
化

せ
ず
、
繰
り
入
れ
を
増
や
し
、
そ

の
運
営
を
支
え
る
こ
と
。

④
地
域
医
療
構
想
に
つ
い
て
、
急

性
期
病
床
と
慢
性
期
病
床
の
回
復

期
病
床
へ
の
転
換
は
、
地
域
の
医

療
ニ
ー
ズ
を
丁
寧
に
調
査
・
分
析

し
、
精
緻
に
進
め
る
こ
と
。

⑤
県
立
病
院
に
お
け
る
医
師
の
長

時
間
労
働
短
縮
の
た
め
の
取
り
組

み
の
推
進
、
未
払
い
手
当
の
精
査

と
支
給
を
行
う
こ
と
。

⑥
神
戸
医
療
産
業
都
市
に
つ
い

て
、
県
立
こ
ど
も
病
院
な
ど
公
的

医
療
資
源
が
先
端
医
療
の
開
発
・

推
進
に
投
じ
ら
れ
る
こ
と
に
よ

る
、
地
域
へ
の
医
療
提
供
の
軽
視

が
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
。

⑦
神
戸
医
療
産
業
都
市
で
研
究
が

進
め
ら
れ
て
い
る
ｉ
Ｐ
Ｓ
細
胞
を

用
い
た
移
植
手
術
な
ど
に
つ
い

て
、
安
全
性
や
有
効
性
の
定
か
で

な
い
「
再
生
医
療
」
等
を
装
っ
た

行
為
に
県
民
が
巻
き
込
ま
れ
な
い

よ
う
、
再
生
医
療
等
の
限
界
、
有

効
性
や
安
全
性
に
対
す
る
懸
念
事

項
や
実
用
化
ま
で
の
時
間
や
学
術

的
制
度
的
ハ
ー
ド
ル
な
ど
を
的
確

に
広
報
す
る
こ
と
。

５
、
住
民
の
く
ら
し
に
根
ざ
し
た

震
災
復
興
を
進
め
る
こ
と

①
借
り
上
げ
復
興
公
営
住
宅
か
ら

被
災
者
を
追
い
出
さ
な
い
こ
と
。

②
災
害
援
護
資
金
の
保
証
人
、
少

額
償
還
者
に
対
す
る
返
済
免
除
措

置
と
債
権
放
棄
を
行
う
よ
う
市
町

に
要
請
す
る
こ
と
。
各
種
震
災
関

連
融
資
の
返
済
条
件
を
緩
和
す
る

こ
と
。

③
東
日
本
大
震
災
や
熊
本
地
震
、

大
阪
府
北
部
地
震
、
西
日
本
豪

雨
、
北
海
道
胆
振
東
部
地
震
、
２

０
１
８
年
台
風
21
号
な
ど
の
災
害

被
災
者
に
対
し
、
公
的
支
援
を
国

に
求
め
る
こ
と
。

④
阪
神
・
淡
路
大
震
災
被
災
者
の

く
ら
し
再
建
・
救
済
の
た
め
に
被

災
者
生
活
再
建
支
援
法
に
準
じ
た

特
例
措
置
を
講
ず
る
よ
う
国
に
要

求
す
る
こ
と
。

⑤
被
災
者
生
活
再
建
支
援
法
の
支

援
限
度
額
５
０
０
万
円
へ
の
引
き

上
げ
、
半
壊
・
一
部
損
壊
世
帯
・

住
宅
店
舗
へ
の
適
用
拡
大
、
災
害

規
模
に
よ
る
適
用
条
件
の
廃
止
を

国
に
求
め
る
こ
と
。

⑥
東
京
電
力
福
島
第
一
原
発
事
故

に
伴
う
賠
償
を
打
ち
切
ら
な
い
よ

う
に
東
京
電
力
と
国
に
要
求
す
る

こ
と
。

⑦
民
間
医
療
機
関
の
耐
震
診
断
、

耐
震
補
強
に
助
成
す
る
こ
と
。

６
、
不
必
要
な
公
共
事
業
を
や
め

る
こ
と

①
無
駄
な
公
共
事
業
へ
の
支
出
を

抜
本
的
に
見
直
す
こ
と
。

７
、
県
民
の
く
ら
し
と
健
康
、
平

和
、
民
主
主
義
を
守
る
こ
と

①
非
核
自
治
体
宣
言
を
行
う
こ

と
。

②
非
核
「
神
戸
方
式
」
を
全
国
に

広
げ
る
よ
う
に
努
力
す
る
こ
と
。

③
原
発
ゼ
ロ
を
め
ざ
し
原
発
の
再

稼
働
を
認
め
ず
、
自
然
エ
ネ
ル
ギ

ー
推
進
の
た
め
の
政
策
を
行
う
こ

と
。
大
気
汚
染
、
Ｃ
Ｏ
２
排
出
量

増
加
を
起
こ
す
神
鋼
石
炭
火
力
発

電
所
の
増
設
に
反
対
す
る
こ
と
。

④
震
災
に
関
連
す
る
ア
ス
ベ
ス
ト

被
害
の
実
態
調
査
や
、
追
跡
調
査

と
し
て
の
検
診
体
制
を
確
立
す
る

こ
と
。

８
、
国
に
対
し
て
要
求
す
る
こ
と

①
国
民
皆
保
険
制
度
の
崩
壊
を
招

く
混
合
診
療
や
株
式
会
社
に
よ
る

医
療
機
関
運
営
に
反
対
す
る
こ

と
。

②
窓
口
負
担
を
こ
ど
も
と
お
年
寄

り
は
無
料
に
、
現
役
世
代
も
２
割

に
す
る
よ
う
要
求
す
る
こ
と
。

③
75
歳
以
上
の
高
齢
者
の
医
療
費

窓
口
負
担
の
引
き
上
げ
、
受
診
時

定
額
負
担
、
参
照
価
格
制
度
の
導

入
、
市
販
類
似
薬
の
保
険
外
し
、

介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
利
用
料
の
原

則
２
割
化
、
ケ
ア
プ
ラ
ン
作
成
の

有
料
化
、
要
介
護
１
・
２
の
生
活

援
助
サ
ー
ビ
ス
の
地
域
支
援
事
業

へ
の
移
行
な
ど
、
患
者
・
介
護
サ

ー
ビ
ス
利
用
者
負
担
増
計
画
に
反

対
す
る
こ
と
。　

④
指
定
難
病
医
療
費
助
成
に
つ
い

て
、
重
症
度
分
類
に
よ
る
選
別
を

や
め
、「
軽
症
」
者
も
含
め
た
す

べ
て
の
指
定
難
病
患
者
を
同
助
成

の
対
象
と
す
る
よ
う
要
求
す
る
こ

と
。

⑤
医
師
の
長
時
間
労
働
を
解
消
す

る
た
め
、
医
師
数
を
先
進
国
並
み

に
抜
本
的
に
増
員
す
る
こ
と
。
医

療
機
関
が
勤
務
医
に
十
分
な
待
遇

を
提
供
で
き
る
よ
う
、
診
療
報
酬

を
大
幅
に
引
き
上
げ
る
よ
う
求
め

る
こ
と
。

⑥
10
月
の
消
費
税
の
増
税
に
反
対

す
る
と
と
も
に
、
社
会
保
険
診
療

に
か
か
る
消
費
税
を
課
税
・
ゼ
ロ

税
率
と
し
、
医
療
機
関
の
控
除
対

象
外
消
費
税
負
担
を
解
消
す
る
こ

と
。
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質　問 自由民主党 ひょうご県民連合 日本共産党

１．県としてこどもの医療費助
成を拡充し、中学３年生まで所
得制限なく入院、外来ともに医
療費窓口負担を無料にすること
について

【反対】医療費の窓口負担は受益と負担の
バランスを確保し、制度を持続的で安定的
なものにするために必要である。また、こ
ども医療費助成制度は支援を必要とする方
への医療費の自己負担軽減を目的とするこ
とから、所得制限は必要と考えている。

【賛成】

【賛成】こども医療費助成は、党県議団な
どがよびかけて始まった「子ども署名」な
ど住民と連携した運動で県の助成制度が実
現し、今日、中学３年生までの無料化が県
下85％の市・町で実施されるまで広がって
きました。所得制限をなくした完全無料化
を、残りの自治体を含めて実現するために
力を尽くします。

２．国民健康保険に対して、一
般会計からの繰り入れを増や
し、納付金を引き下げることに
ついて

【反対】今回の国民健康保険制度の改革の
目的の一つは、法定外繰入に頼らずとも将
来にわたり持続可能な国保制度を確立する
ことにある。そのため、県が法定外繰入に
より支援を行うことは妥当ではないと考え
ている。

【反対】国民健康保険制度を将来にわたっ
て堅持するためには、財政基盤の安定化、
負担の公平性、医療費適正化などについて
抜本的な改革に取り組むことが必要であ
り、一般会計からの繰り入れを増やし続け
ることは抜本的な解決にはつながらない。

【賛成】全国知事会などの要請に応えて、
国が１兆円の公費投入を行うよう強く求め
るとともに、「都道府県化」となった国保の
もとでも一般会計からの繰り入れを維持、
拡大することを要求しています。これらに
よって、国保料（税）を協会けんぽ並みに
引き下げることができます。

３．生活保護指定医療機関への
個別指導について、診療報酬返
還ありきの現場の実態を考慮し
ない指導を行わないことについ
て

【その他】診療報酬返還ありきの指導は行
われていないと考えている。この個別指導
は行政と医療機関が連携し、生活保護受給
者が早期に社会復帰できるよう援助の充実
を図るために行われていると考えている。

【その他】現在、現場で診療報酬返還あり
きの指導が行われているという事実は把握
していないが、そうした実態があるようで
あれば、適切な指導について当局に申し入
れる等の対応を検討する。

【賛成】生活保護者への医療に対して、後
発医療品の使用を強要したり、患者の病状
に見合った医療措置の診療報酬を認めない
など、実態を無視した医療機関への「指
導」を改めることは当然です。

４．兵庫県保健医療計画（圏域
版）案に盛り込まれた、三田市
民病院の「２次医療圏域に限定
しない再編統合」、市立伊丹病院
と近畿中央病院、市立川西病院
と民間病院、県立西宮病院と西
宮市立中央病院の統合につい
て、情報公開を行い、地域の医
療関係者はもとより、地域の住
民、患者の意見を聞き慎重に行
うことについて

【その他】病院の統合については情報公開
が行われ、医師会等の関係機関の意見、地
域住民の意見など、幅広く意見を聞くこと
により実施されるべきと考えている。その
ような方針により議論が進んでいると理解
している。

【賛成】

【賛成】県下各地で病院の統廃合計画が進
められ、関係住民の反対運動が起きていま
す。地域の病院は、住民にとって「命の砦」
となっているからです。統廃合計画につい
ては、「情報公開を行い、地域の医療関係者
はもとより、地域の住民、患者の意見を聞
き、慎重に行う」ことは、当然です。

５．各２次医療圏域・準圏域内
で完結的な医療提供体制の整備
を進めることについて

【その他】入院医療については、原則、各
２次医療圏域で対応できるように努めるべ
きと考えている。統合された圏域について
は、準圏域内での連携を進めるとともに、
２次医療圏域内での偏在を可能な限り減ら
していく必要があると考えている。

【賛成】

【賛成】関係住民にとっては、貴団体が掲
げている要求案（４の②の各項目）は、切
実な要求です。完結的な医療体制が整備さ
れるよう、ともに力を合わせ、実現に向け
がんばります。

６．地域医療構想について、急
性期病床と慢性期病床の回復期
病床への転換は、地域の医療ニ
ーズを丁寧に調査・分析し、精
緻に進めることについて

【その他】今後の高齢社会を考えると回復
期病床への転換は必要と思うが、地域の医
療ニーズを踏まえたものでなければならな
いことは言うまでもない。

【賛成】

【賛成】地域医療構想では、急性期病床や
慢性期病床が過多とされていますが、地域
の需要は、必ずしもそうではない場合も少
なくありません。特に急性期病床などは、
今でも不足している地域もあるので、回復
期病床への転換は、地域の医療ニーズを丁
寧に調査し、慎重に進めるべきであると考
えます。

７． 医師の長時間労働に関し
て、医師確保のためにも、県立
病院における医師の労働時間短
縮のための取り組みの推進、未
払い手当の精査と支給を行うこ
とについて

【その他】医師の長時間労働については、
働き方改革の趣旨からも見直されるべきと
考えている。未払い手当があるならば、当
然に支給されるものと考えている。

【賛成】

【賛成】医師の長時間・過密労働は、公立
病院に勤務する女性医師の過労自殺など、
深刻な社会問題になっています。県立病院
の医師の労働条件を改善することはもちろ
ん、未払いなどあってはならないことです。

８．政策医療を提供している県
立病院等の赤字を過度に問題視
することなく、むしろ補助金を
増額し、その経営を支えること
について

【その他】県立病院等の果たす役割の中
で、全国的なルールに基づいて、既に一般
会計が相応の費用を負担しているので、経
営の健全化に努めるべきと考えている。

【反対】当会派は、県当局に対し、医療ニ
ーズの高度化・多様化、医療技術の進歩に
対応し、県立病院の役割である高度専門・
特殊医療を中心とした政策医療の提供な
ど、より良質な医療を提供できるよう、診
療機能の高度化・効率化に努めることや、
県立病院を中核とした各圏域における公立
病院のネットワーク化を推進すること、適
切な公的負担の下で、自立した経営が確保
できるよう、経営状況の推移の分析を十分
に行い、医療資源の有効活用や職員の経営
意識の向上および計画的な経営改善に取り
組むこと、を申し入れている。したがって、
赤字を過度に問題視するべきではないが、
補助金を増額すればよいというものでもな
く、県立病院自体の経営改善努力は一定必
要と考える。

【賛成】公立病院に「独立採算性」を求め
たり、「赤字」を問題視することは、公立病
院の役割そのものに反する主張です。医療
費の助成制度など政策医療にも関わって自
治体による病院事業への補助が行われてき
ましたが、むしろ、もっと増額すべきです。

９．医学部の定員の抜本増と教
育体制の充実を国に要求するこ
とについて

【その他】医学部の定員を単に増加させる
だけではなく、全国的な医師偏在の解消策
と合わせて議論されるべきと考えている。
教育体制の充実を望むことは言うまでもな
い。

【その他】本県にとっては、医師の総数よ
りも、地域偏在、診療科偏在の方が課題で
あるため。

【賛成】政府は、「医師の総数は足りてい
る」「問題は偏在」論を持ち出し、医師の養
成数を抑制する方向に出ています。しか
し、日本の医師数はOECD加盟国平均より11
万人も少ない水準です。OECD加盟国平均並
みの医師数にするため、医学部定員を１・
５倍にし、教育・研修体制の充実を求めま
す。

10．10月の消費税の増税に反対
することについて

【反対】国民の皆さまに増税を強いること
になるが、責任政党として、少子化対策や
今後の社会保障費の増加を考えると避けて
通れないものと考えている。

【賛成】ただし、反対理由としては、複数
税率導入を前提とした消費税率引き上げは
認められない、あるいは、将来的な国民負
担を議論することは必要だが、直ちに消費
税率10％引き上げは認められないなど、統
一的な理由によるものではない。

【賛成】わが党議員の国会質問で、消費税
10％への増税の根拠は総崩れになりまし
た。内閣府自身が景気動向指数の３カ月連
続悪化を発表するなど、消費税増税などい
よいよ論外です。わが党は、消費税に頼ら
ない「別の道」を提案しています。消費税
増税はキッパリやめ、この道に進むべきで
す。

11．社会保険診療にかかる消費
税を課税・ゼロ税率とし、医療
機関の控除対象外消費税負担を
解消することについて

【その他】医療機関の控除対象外消費税負
担については解消されるべきものと考えて
いるが、方法論は「課税・ゼロ税率」がふ
さわしいのか、幅広い議論が必要と考えて
いる。

【その他】平成31年度税制大綱で一定の方
法が示されたが、われわれ地方議員として
は、地域医療確保の観点から、医療機関や
患者等の負担に十分配慮し、関係者の負担
の公平性、透明性を確保されるような措置
が講じられることを期待する。

【賛成】病院や診療所が購入する医薬品・
医療機器などには消費税が課税され、医療
費負担も増え、医療機関の経営も圧迫され
ています。保険診療には「ゼロ税率」を適
用し、医薬品などにかかった消費税が還付
されるようにします。
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（前号からのつづき）

銃創
弾丸の速度
　拳銃とライフルでは同じ銃創とい
っても威力は全く違う（図１）。弾
丸のエネルギーは1/2・m・v２。m：
質量、v：速度なので速度に大きく
依存する。秒速300m以下の弾丸を 
low velosity（速度） missileと言い、
これには一般の拳銃（hand gun）が
相当する（25口径オートマチック：
240m/s、32コルト：200m/s、357マ
グナム：450m/s、45オートマチッ
ク：250m/s）。オートマチックとは
リボルバー式でなく引き金を引くと
弾倉から自動的に弾が装填されるも
の。米国では拳銃による四肢の外傷
は外来治療が主である。
　秒 速300m以 上 の 弾 丸 をhigh 
velocity missileと言いライフルや軍
事用の武器が相当し秒速600mから
1000mになる（222レミントン：
960m/s、270ウィンチェスター：
1050m/s、軍用U.S.M-16：960m/s）。
ライフルは銃身の中に銃弾を回転さ
せるための溝（旋条）が刻まれてい
る。銃弾の速度が15m/s以上あれば
皮膚を容易に破る。120m/s以上あ
れば体内どこでも入る。
　米国で一番多いのは32から38口径
の中口径による銃創で、それについ
で45口径の大口径、ついで小口径の
順でありhigh velosity missileによる
ものは少ない。
　ショットガン（散弾銃）は至近距
離で用いるlow velosity missileであ
るが銃弾の質量が大きいため威力が
大きくhigh velosity missileと同様の
銃創と考えられる。射入口、射出口
ともに非常に大きくなり創内には銃
弾、着衣片、皮膚、毛などが押し込
まれ大変な汚染創になる。

弾道学　ballistics
　銃による外傷は三つの因子が重要
である。すなわち、crush（破砕）、 
shock wave（衝撃波）、cavitation
（空洞形成）の三つである。
　つまり弾が体に当たるとまずそこ

な空洞（temporary cavity）が形成
される（図２）。これは弾丸の通過
途中に、周囲の組織が圧迫により破
壊され、元に戻るためである。弾丸
の速度が速いほどこの一時的空洞
（temporary cavity） は大きくな
る。 弾丸は速くなるほど（特に
900m/s以上）飛行中不安定になり
振動（yaw） したり前後に回転
（tumble）したりする。このため余
計に永続的空洞は大きくなる（図
３）。
　また空洞は陰圧になるので体外の
細菌が入り込む。また銃弾による熱
だけでは細菌は死滅しない。弾道は
汚染されたものと考える。

弾丸の性質
　弾丸は鉛合金でできているが、威
力を増すために表面にさまざまな加
工がされており、non jacketed、
jacketed、semijacketed、hollow 
point、fluid-filledなどがある。国松
警視庁長官の狙撃に使われたのは
hollow point であっ た。hollow 
pointとsemijacketedは人体に当たる
と弾の先端が割れて直径が増し威力
を増すようになっ ている。soft 
point bulletは当たった瞬間に先端
の直径が増し永続的空洞が200％か
ら250％になり、また射出口は非常
に大きくなる。soft tipは体内でバ
ラバラになり破片それぞれが射出口
を持つ。

銃創の種類
貫通銃創：弾丸が体内を貫いて体外
に出たもの

Primary Blast Injury：一次爆傷
　爆発物の周囲に壁などがあると衝
撃波が反射し圧は何倍にもなり重傷
となる（図４）。また水中爆発だと
圧は高速で伝わり重傷となる。一次
爆傷は気体を含む臓器（耳、肺、大
腸）にほとんど限られる。爆発で鼓
膜はもっとも破れやすい。鼓膜が破
れているかどうかは、（患者は耳鳴
り、耳の痛み、聴力低下、耳出血な
どを訴える）爆発の有無の重要な指
標である。
　肺や大腸の損傷を起こす位の爆発
はほとんど必ず鼓膜の穿孔を起こ
す。
　爆発の後、耳の症状を見たら必ず
肺の損傷を疑い酸素を投与せよ！　
咽頭の点状出血も爆発に特徴的であ
る。
　肺は衝撃波で胸壁が押されて損傷
される。肋骨骨折や胸壁の外傷がな
くても肺挫傷、気胸、肺水腫などを
起こす。気胸があるとき酸素を加圧
すると気胸は悪化するので加圧しな
いこと。また急速な輸液で肺水腫は
悪化するので注意。肺胞が破れ空気
が血中に入り動脈塞栓を起こし、心
筋梗塞や脳梗塞を起こすこともあ
る。眼底鏡で血管内の塞栓がわかる
こともある。
　動脈塞栓の場合、高圧タンク室の
ある病院が必要になる。primary 
blast injuryは体表の外傷が全くない
ことも多く容易に見逃される。疑わ
なければ見つからない。まず耳を見
よ！ （つづく） 

丸が頭蓋骨の中で一周し射入部近く
で射出するもの
跳弾銃創：弾丸が地面や壁に当たり
跳ね返ってから身体に当たるもの
　遠射では射入口の大きさは弾丸の
大きさより少し小さい。弾丸が体表
に垂直に当たれば円形、斜めに当た
ると楕円形の射入口となる。近射で
は星状になる。射出口は一般に射入
口より大きい。ただし接射の場合、
射出口は射入口より小さいことが多
い。

銃創を見た時の質問、確認事項
質問事項：１．火器の種類　２．弾
丸の種類　３．発射距離
確認事項：１．射入口に火薬が付着
してないか（至近距離（拳銃で１m
以内）で撃たれると火薬が付着す
る）。２．射入口と射出口の確認

爆創
　爆発（ガス、爆弾）は爆発物が高
速で気化し球状の衝撃波として広が
る。爆創には４種類のメカニズムが
ある。
１．primary blast injury（一次爆
傷）：衝撃波によるもの
２．secondary blast injury（二次爆
傷）：飛んできたガラスや木片、石
によるもの
３．tertiary blast injury（三次爆
傷）：壁などに叩きつけられて起こ
る
４．その他：熱傷、ガス中毒

静岡県・西伊豆健育会病院　院長　　仲田　和正先生講演

日常診療で使える整形知識⑰
整形外科的外傷学各論 ⑧

で 皮 膚 が 裂 け
（crush）、体内に入る
と特にhigh velosity 
missileの場合、衝撃波
により遠隔の軟部組織
の破壊を起こし、また
弾道に沿っ て空洞
（cavitation） ができ
る。この空洞は弾丸の
直径と同じ径の永続的
空 洞（ p e r m a n e n t 
cavity）の他に一時的

図３　弾丸の振動や回転により空洞が大きくなる

図４　爆発時に周囲に壁などがあると重症になる

38口径　round nosed bullet
体内で回転（yaw）

357Magnum soft point bullet
先端が軟らかいため内部で広がり
永続的空洞と一時的空洞が大きい

図１　弾丸にもいろいろな種類がある 図２　弾道に沿って空洞ができる

銃弾

拳銃弾

散弾 コロス通常弾

徹甲弾 薬莢 弾芯（特殊鋼）

弾芯（硬鉛）

被甲

被甲

空砲　　　　　
パラフィンなど

散弾粒

一時的空洞

永続的空洞

弾丸

衝撃波

日　時　４月20日（土）14時～15時30分　　会　場　協会６階会議室
講　師　一般社団法人生前整理普及協会生前整理アドバイザー認定指導員
 北原　玲子氏

共済部　ライフプランセミナー

片づけから始めるあったかい生前整理
～これからの人生をよりよく生きるために～

お申し込み・お問い合わせは、☎078－393－1805まで

好評につき第３弾!!

歯科社保学習会

歯科社保ルールを再確認！

お申し込み・お問い合わせは、☎078－393－1809まで

第２回　 『医学管理等（歯管・医管・周術期等）』
　　　　『検査・画像診断・投薬・麻酔』『処置・リハビリ』
日　時　４月21日（日）14時～16時30分　　会　場　協会５階会議室
テキスト　保団連発行『歯科保険診療の研究2018年４月版』をご持参ください

※第３回を５月26日、第４回を６月23日にそれぞれ開催予定

盲管銃創：弾丸が体内にと
どまっているもの
擦過銃創：弾丸がかすって
体表にできた表皮剥脱、ま
たは溝状の銃創
反跳銃創：速度の衰えた弾
丸が皮膚に当たっただけで
体内に入らず跳ね返ったも
の。皮膚に損傷がなくても
深部に損傷を起こすことが
ある
回旋銃創：頭部に入った弾


